


図面番号 縮尺(A3) 図面番号 縮尺(A3) 図面番号 縮尺(A3) 図面番号

S-000 図面リスト

1/80

S-101 S-201S-001 構造特記仕様書(1) -

1/80

S-102 S-202S-002 構造特記仕様書(2) -

1/80

S-103S-003 構造関係共通事項（1） -

1/100

S-104S-004 構造関係共通事項（2） -

S-105S-005 構造関係共通事項（3） -

S-120

S-006 構造関係共通事項（4） -

S-007 構造関係共通事項（5） -

S-008 鉄骨標準図(１） -

S-009 鉄骨標準図(２） -

S-040 貯蔵施設棟 鉄骨部材断面表

S-010 鉄骨標準図(３） -

S-041 研究所棟    B 通り(展開)鉄骨架構詳細図（１）

S-011 鉄骨標準図(４） -

S-042

貯蔵施設棟  Y15 通り架構詳細図

S-012 鉄骨標準図(５） -

S-043

雑詳細図

S-013 鉄骨標準図(６） -

S-014 鉄骨標準図(７） -

S-015 -

S-016 -

S-017

デッキプレート 設計・施工標準図

-

S-018 1/400

S-019

S-020

S-021

S-022

S-023

S-024

ボーリング柱状図(1)

S-025

ボーリング柱状図(2)

S-026

縮尺(A3)

S-027

S-028

S-029

S-030

S-031

S-032

S-033

研究所棟 PCaPC柱 キープラン、断面リスト

研究所棟 PCaPC柱 軸組配線図

研究所棟 PCaPC柱 詳細図（１）

1/100

研究所棟 PCaPC柱 詳細図（２）

1/100

研究所棟 芯部鉄骨 接合部鋳鋼 詳細図(1)

図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

研究所棟・貯蔵施設棟  基礎伏図

研究所棟・貯蔵施設棟 1階伏図

研究所棟・貯蔵施設棟 2階伏図

研究所棟 R階伏図

研究所棟 PH階伏図

研究所棟 軸組図（１）

研究所棟 軸組図（２）

研究所棟 軸組図（３）

研究所棟 軸組図（４）

研究所棟 軸組図（５）

研究所棟 軸組図（６）

研究所棟 A通り展開図（１）

研究所棟 A通り展開図（２）

研究所棟 B通り展開図・C通り展開図

貯蔵施設棟 軸組図

研究所棟 基礎断面表

S-034 研究所棟  基礎梁断面表

S-035 研究所棟  RC大梁・RC小梁・基礎小梁断面表

S-036 研究所棟 スラブ・壁断面表

S-038 貯蔵施設棟 基礎断面表

S-039 貯蔵施設棟  RC部材断面表

S-100 S-200

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/400

1/100

1/80

1/80

1/80

1/100

1/80

-

-

1/100

1/20

-

-

-

S-044

研究所棟    キャノピー鉄骨詳細図S-045

研究所棟    芯部鉄骨柱詳細図S-046

研究所棟    外周部納まり詳細図(RFL)

1/100

1/60

1/10S-047

1/10

-

S-121 研究所棟 芯部鉄骨 接合部鋳鋼 詳細図(2) 1/20

研究所棟    外周部納まり詳細図(2FL)

S-150 研究所棟 形状定義図

S-203 -

S-204 研究所棟 PCaPC柱 建て方要領図＜参考図＞ -

S-205 研究所棟 PCaPC柱 クレーン計画図＜参考図＞ -

1/200

S-048

研究所棟    階段(1)詳細図 1/40,20

研究所棟    B 通り(展開)鉄骨架構詳細図（２）

S-049

1/80

研究所棟    階段(2)詳細図 1/40,20S-050

研究所棟    階段(3)詳細図 1/40,20S-051

S-014A 鉄筋機械式継手 標準図（１）

鉄筋機械式継手 標準図（２）S-014B

研究所棟 鉄骨部材断面表（２） 1/80S-037A

S-151 研究所棟 芯部鉄骨座標図 1/200

S-037 研究所棟 鉄骨部材断面表（１） 1/80

ハイベースNEO工法設計施工標準図S-014C

-

-

-

研究所棟    人通孔補強要領図 -S-052

貯蔵施設棟   人通孔補強要領図 -S-053

S-106 研究所棟 定着板標準図 -

1/400研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図（１）S-048A

1/20研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図（２）S-048B

1/20研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図（３）S-048C

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

図面リスト

-(A1)
-(A3)

S-000



工事名称

工事場所

主要用途

階数

構造種別

耐震安全性の分類

建物高さ

工事種別

増築計画

架構形式

耐震構造方式

・ 有り

・ 新築

Ｘ方向

Ｙ方向

地上　　　        　　　造

地上　　　階

構造

構造

延べ面積

軒高

地下　    　　    　　　造

地下　　　階 塔屋　　　階

・ 耐震構造 ・ 免震構造 ・ 制振構造

・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

a　耐震設計条件

地震荷重

計算ルート

設計層間変形角

建物一次固有周期

地盤種別

地域係数

X方向

Y方向

X方向

1. 建物概要

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

第　(　　　　　)　種地盤

Z=

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

※ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・ その他

・

基準風速　(V )

地表面粗度区分

b　耐風設計条件

0 (　　　　　　)　m/秒

・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

建設地の標高

多雪区域の指定

c　耐積雪設計条件

(　　　　 　　)　m

・ 有り ・ 無し

設計垂直積雪量 (　　　　　　)　cm

・ 無し

特記仕様書(構造関係)

Ⅰ　建物構造概要等

2. 構造計算条件

・ 増築 ・ 改築 ・ 移転

Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

適
用
範
囲

・特記仕様書１　仕様書　Ⅰ工事概要 3工事種目に掲げる下記の工事種目番号

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)番号○～番号○までの工事種目)

・

特記仕様(構造関係)の適用範囲は下記の工事種目とする。

地
4

業
工
事

1  支持力又は支持地盤 (4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)

・杭基礎（基礎ぐいの先端の位置含む）

・図示

・直接基礎(基礎底部の位置含む)

長期設計支持力度　

・(          )kN/m 　　・
2

の確認

支持地盤の位置及び種類

地盤の載荷試験(平板載荷試験)

試験堀り

※行う

(4.2.1)(4.2.3)(4.2.5)

(4.2.4)(4.2.5)

・行う

・行わない

試験位置及び載荷荷重

試験

２ 液状化対策 ・ 行う　(工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等は図示による。)

種類等

地業

３ 既製コンクリート杭 (4.3.3)

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

SC杭の鋼管材料

・SKK400  ・SKK490  ・

杭先端部形状　　 (4.3.3)

施工方法 (4.3.4～4.3.5)

・開放形　・半開放形　・閉そく形　・

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.2.2)(4.3.5)

・セメントミルク工法 (4.3.4)

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

・1.5ｍ程度　　・

杭の支持地盤への根入れ深さ

・1.0ｍ以上　　・

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

・1/100以内　　・

寸法、継手、性能等　 (4.3.3)

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット

上杭

中杭

下杭

長期設計支

持力(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜) 杭長(m) 数

コンクリート

強度(N/mm)
2

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

杭周固定液　　

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・特定埋込杭工法

・使用する　・使用しない

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.3.5)

工法

(4.3.5)

・1/100以内　　  評定条件又は認定条件による　・

(4.3.6)杭継手工法　　

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

杭頭の処理(切断方法)

・処理する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

(4.3.8)
※処理しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

４ 鋼杭地業

・開放形　・半開放形　・閉そく形

(4.4.3)

施工方法　　

・特定埋込杭工法

杭先端部形状

(4.4.4)

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

α、β、γが下記の値を採用できる工法

・中堀り拡大根固め工法

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内

工法

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.4.3)

(4.4.3)(表4.4.1)寸法、継手、性能等　

上杭

中杭

下杭

杭径 杭長(m)及び種類等

(mm)

セット数

上杭

中杭

下杭

長期設計支持力

　(kN/本)

備 考

試験杭

本杭

材料

種類の記号 板厚(㎜) 杭長(m)

杭の精度

・水平方向の位置ずれ　　

(4.3.5)

・杭の傾斜　　

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・

(4.4.5)杭の現場継手

・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

検査

施工

工法

・アーク溶接継手　

※審査(評定又は大臣認定)により定められた項目　　　・

※審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による　　　・

※審査(評定又は大臣認定)を受けた工法　　・

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

(4.4.6)杭頭の処理(切断方法)　　

・切断する　

切断方法

杭頭の中詰め材料　　

※切断しない

※基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

コンクリート杭地業

５ 場所打ち

  高炉セメントB種　　　・

2

コンクリートの設計基準強度　　  (　　　　)N/㎜

コンクリートの種別　　

(4.5.4)

(4.5.4)(表4.5.1)

(4.5.4)

Ｇ

鋼管巻き材料　　

・オールケーシング工法(・揺動式　・全周回転式)　(孔内の水張り　・行う　・行わない)

・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)

・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・リバース工法

掘削工法 (4.5.5)

構造体強度補正

・評定条件又は認定条件による

・3N/㎜   ・
2

・A種　・B種

併用する工法

セメントの種類　　

(4.5.1)(4.5.5)

鋼管径、板厚、長さ等

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　　 (4.5.4)

・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所とし、位置は構造図(　　　　　　)による　　

測定方法　

測定箇所数及び測定位置

・行わない

※行う　　

孔壁測定 (4.5.5)

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

(4.5.5)

帯筋　　

鉄筋かごの補強　　

鉄筋の最小かぶり厚さ

・100㎜　・

(4.5.4)

(4.5.4)

・100㎜以下　・

・超音波測定器　・

・図示による（　　　　）

杭の傾斜　　

・構造関係共通図(配筋標準図)6.2帯筋(a)④丸形(ロ)による

杭断面・長期許容支持力等

試験杭

本杭

軸径 セット数

(mm)

長期設計支持力

(kN/本)

備考拡底径

(mm)

試験杭の位置、本数及び寸法　　

試験杭 (4.5.4)(4.5.5)

杭長

(m)

・SKK400　・SKK490　・

※ 再生クラッシャラン Ｇ

６ 砂利地業 材料

厚さ及び適用範囲

・ 切込み砂利及び切込み砕石

厚さ

・ 60

 ・

適用箇所

・基礎スラブ下　・基礎梁下　・土間コンクリート下　・土に接するスラブ下

７ 捨コンクリート地業 厚さ及び適用範囲

厚さ

 ・ 50

 ・

適用箇所

・基礎スラブ下　・ 基礎梁下　・土に接するスラブ下

(4.6.4)

８ 床下防湿層

・建物内の構造スラブ(ピット下を除く) ・

(4.6.5)

防湿工法　

防湿層の位置　

・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

(4.6.5)

(4.6.5)

施工範囲

(4.6.3)

・1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　・

９ 地盤改良

（セメント系固化材

　を用いた工法によ

　る改良）

・浅層混合処理工法

工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

・深層混合処理工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)は図示による。

１０ 置換コンクリート地業 形状等

(ラップルコンクリー

　ト地業) 支持地盤の長期設計支持力

支持地盤

型枠使用の有無

(　　　　　　　　) kN/m

・ 無し

2

・ 有り

型枠の使用箇所等は図示による

5
鉄
筋
工
事

１ 鉄筋の種類
規格の名称

(異形鉄筋)

鉄筋コンクリート

種類の記号 適用箇所

用棒鋼

・ SD295

・ SD345

網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 適用箇所

形状等２ 溶接金網
(5.2.2)

種類 種類の記号

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

抜取試験　 (5.4.10)

・超音波探傷試験　

・引張試験(各階各班最初のロットのみ)

試験片の採取数は、１ロットに対して(※３本・５本)とする

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超えるとき

　　　　　　 は200箇所ごととする

試験片を採取した箇所の処置：標準仕様書5.4.9による

試験の箇所数等

試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とし、無作為に抜き取る。

(5.2.1)(表5.2.1)

３ 圧接完了後の試験

呼び径(mm)

※ D16以下

※ D19以上

(5.4.10)外観試験　

※行う(全数)

継手方法

適用箇所

・ 柱主筋

・ 梁主筋

・ 基礎スラブ、耐圧スラブ、

土圧壁など

・ 杭主筋

継手方法と適用径の範囲

・ ガス圧接継手(D19以上)　　・ 機械式継手

・ ガス圧接継手(D19以上)　　・ 機械式継手

・ ガス圧接継手(　　　　　　)

・ 重ね継手(　　　　　　)

・ 重ね継手 ・

・ 耐力壁 ・ 重ね継手　・

４ 鉄筋の継手 (5.5.3)(5.6.3)

６ 主筋の継手位置等 (5.3.4)カットオフ鉄筋の長さ

・構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3による(　・全て　・下記以外全て )

・上記以外の位置

基礎梁主筋の継手

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.2による( ・全て ・図示 ・　  　   )

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.3による( ・全て ・図示 ・　       )

・構造関係共通図(配筋標準図)図5.4による( ・全て ・図示 ・ 　      )

７ 鉄筋のかぶり厚さ (5.3.5)最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

及び間隔

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

・無し

(溶接金網含む)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

主筋のかぶり厚さ　

・無し

・最小かぶり厚さ(　　　　　)㎜　

・構造関係共通図(配筋標準図)表4.1による

・

・構造関係共通図(配筋標準図)表4.1に加える厚さ　　(　　)㎜

・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

特殊な要求性能におけるコンクリートの部分(耐久性上不利な部分)

８ 機械式継手

種類(　　　　　　　　　　　　　　　　)

(5.5.3)適用箇所

(5.5.3)

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　

・Ａ級　・

(5.5.3)

(5.5.3)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　 (5.5.5)

・構造関係共通図(配筋標準図)による。１０ 各部配筋

組立の形の種別　　１１ 帯筋

・構造関係共通図(配筋標準図)6.2(　　              　　　形　)による

補強形式１３ 梁貫通孔の補強

耐震壁　　

一般壁　　１２ 壁開口部の補強

・

・

・認定工法

梁貫通孔径(部材記号含む)及び配筋種別リスト

・構造関係共通図（配筋標準図）8.4(　　　　　形　)による

・ 行わない

試験の箇所数は、１ロットに対して３０箇所とする。

※

※

　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・研究所棟:5箇所　　貯蔵施設棟:3箇所

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・

・図示　・意匠図による

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・鉄筋継手工事標準仕様書による　・図示による（　　　　）

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・構造関係共通図(配筋標準図)11.2(　　　　　形　)による

・図示

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

（２）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印の付いたものを適用する。

○

○ ○

○

　４） 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の

調達の推進に関する基本方針（平成25年2月閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。
□Ｇ

（建築工事編）（令和４年版） 」（以下、「標準仕様書」という。）による。

　１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

・ SD390 ※ D29以上

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

スラリー比重の確認 ※行う ・行わない

杭の載荷試験 (4.2.3)

・行う　（・水平載荷試験　　・鉛直載荷試験）

※行わない

試験位置及び載荷荷重

・図示

・遠心力プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

根固め液及び杭周固定液の管理試験

・図示による（　）　

・標仕4.3.4による　

杭の支持地盤への根入れ深さ　　

※工法ごとに定められた条件による　

　　※有効率100％対応製品　

・標準品　

その他

・既製コンクリート基礎ぐいの施工については、国土交通省告示468号「基礎ぐい工事の適正な
(4.3.9)

　施工を確保するために講ずべき措置」によるものとする。

コンクリートのスランプ

・（　　　　）

・鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合又は径の差が7㎜を超える場合は、圧接を

　行ってはならない。ただし、鉄筋の種類が異なる場合においては、SD345とSD390の圧接を行う

　ことができる。

(4.5.4)(4.5.6)

５ 鉄筋の定着長さ 鉄筋の定着長さ

・図示による（　　                               ）

(5.3.4)

機械式定着工法の適用箇所及び種類

・図示による（　　　　）

９ 溶接継手 適用箇所

性能(H12建告第1463号に適合するもの)　

・Ａ級　・

(5.6.3)

(5.6.3)

品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　

・図示　・

・鉄筋継手工事標準仕様書による　・図示による（　      ）

鉄筋相互のあき

・図示による（　　　　）

溶接継手の工法

・図示による（　　　　）　・重ねアーク溶接

(5.6.3)

(5.6.3)

・在来工法

・図示

地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所改築工事

青森県黒石市大字牡丹平字福民地内

研究所、貯蔵施設

2 - 1

意匠図による 意匠図による

RC+S -

ラーメン

貯蔵施設棟（　　　　）秒

2

1.0

3

3

34

140

床版、壁主筋、STP、フープ

梁主筋

梁主筋、PCaPC柱主筋

柱

50

H

意匠図による

WM-3.2φx50x50 鉄骨階段

D19以上

構造関係共通事項及び各詳細図による

行わない

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

0.18

1/2000

1/200

1/200

200

ラーメン

意匠図による

研究所棟（　　　　）秒 0.185

貯蔵施設棟

・

1/200

1/100

1/200

1/100

研究所棟

貯蔵施設棟研究所棟

H

1/2000

構造特記仕様書（１）

-(A1)
-(A3)

S-001



1 コンクリートの

種類及び品質
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コ
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事

※ 普通コンクリート　　・軽量コンクリート

設計基準強度 気乾単位
適用範囲

Fc (N/mm)
2

容積質量(t/m )3

2.3程度

(6.2.1～4)

スランプ

(cm)

２ コンクリート 類別

・ Ⅱ類

(6.11.1)

※ Ⅰ類　

３ セメントの種類 セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント又は

混合セメントのＡ種

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

適用箇所

下記以外全て

・1FLより下部(立ち上がり部含む)

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱 7日

28日

352J/g以下

402J/g以下

(6.3.1)(表6.3.1)

・ フライアッシュセメントＢ種 Ｇ ・

４ 骨材の種類 使用骨材のアルカリシリカ反応性による区分

　A

 ・B

(6.3.1)

５ 混和材料  ・混和剤の種類 (6.3.1)

(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m 以下)
3

 ・混和材の種類

(JIS A 6204によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

(JIS A 6201によるフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種若しくはⅣ種、

JIS A 6206による高炉スラグ微粉末、

化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。

６ 無筋コンクリート コンクリートの種類

※普通コンクリート　・ (6.14.1)～(6.14.3)

設計基準強度
セメントの種類 適用箇所

Fc (N/mm)
2

・普通ポルトランドセメント

スランプ

(cm)

※18

・

※15

又は18
又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種

・フライアッシュセメントB種

７ 打継ぎの位置、

ひび割れ誘発目地、

目地寸法 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

ひび割れ誘発目地の位置

　　※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打ち増し厚さ部で処理する

(6.8.1)

(6.2.5)(6.8.2)

適用箇所種別

・ A種

・ C種

・ B種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ８ コンクリートの仕上り

９ 打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・20㎜　 ・

(6.8.2)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・10㎜　・20㎜　 ・

・外装タイル後張り面の打増し処理

・20㎜　 ・

打増し厚さ

打増し範囲

・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

・10㎜　・20㎜

プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行なう

１０ 型枠 せき板の材料

・合板　　※12㎜　　・　㎜　

(6.8.2)

スリーブの材種

・標準仕様書 6.8.2(9)(ｲ)及び標準仕様書 表6.8.1による

・床型枠用鋼製デッキプレート

(6.8.2) (表6.8.1)

１１ 型枠の存置期間及び 標準仕様書6.8.4による。

取外し

(6.8.4)

１２ コンクリートの養生 標準仕様書第6章第7節による。

方法

(6.7.1～3)

使用箇所等　※図示　・

１３ 圧縮強度及び試験方法 標準仕様書6.5.5、6.9.2、6.9.3、6.9.4による。 (6.5.5)(6.9.2～4)

１５ コンクリートの単位 ・ 行わない

水量測定 ・ 行う

実施要領　　

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

ある場合はそのまま施工する。

３

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m  の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m  の範囲に
３

３

３

３

３

鉄
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骨
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事

１ 鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力

(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の「鉄骨製

作工場の性能評価基準」に定める「(　　)グレード」以上として国土交通大臣から認定を受け

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

た工場又は同等以上の能力のある工場

(7.1.3)

・監督職員の承諾する製作工場

・適用しない

(7.1.3) (7.1.4)(7.6.2)(7.12.2)２ 施工管理技術者 ※適用する

５ 鋼材 鋼材の材質

種類の記号 規格等適用箇所

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

※ JIS規格による

（7.2.1)(表7.2.1)

６ 高力ボルト 区分

・トルシア形高力ボルト

・JIS形高力ボルト

高力ボルトの径

すべり係数試験

※行わない ・ 行う

(7.2.2)(7.3.2)

(7.4.2)

７ 縁端距離、ボルト間隔、

ゲージ等

高力ボルト、普通ボルト及びアンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、

※構造関係共通図(鉄骨標準図) 1 縁端距離及びボルト間隔による　・

ボルト径、ゲージ等

(7.2.2)(7.3.2)

摩擦面の処理

※ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

　・ブラスト処理以外の特別な処理方法

　・図示による（　　　　）

８ 溶融亜鉛めっき高 セットの種類

・1種(F8T相当)　・力ボルト

(7.2.2)

(7.12.5)

   材質

適用

・構造用アンカーボルト

・SS400 ・

・

・建方用アンカーボルト

９ アンカーボルト

保持及び埋込み工法

・構造用

・建方用

・標準仕様書 表7.10.1　( ・A種　・B種 )による　・

(7.2.4)(表7.2.3)(7.10.3)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)１０ 柱底均しモルタル

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

・標準仕様書 7.2.9による   　　・

品質及び試験方法

・標準仕様書 表7.2.5による   　　・

モルタルの種別

・無収縮モルタル　　・

工法の種別

・標準仕様書 表7.10.2

・Ａ種［モルタル厚さ50］　・Ｂ種［モルタル厚さ30］

・羽子板ボルト　　・

建築用ターンバックルボルト

建築用ターンバックル胴

・割枠式　　・

１１ ターンバックル 種類 (7.2.6)

ねじの呼び (7.2.6)

１２ デッキプレート (7.2.7)(6.8.3)工法の種別

・合成スラブ

・床型枠用

・

材質、形状及び寸法

鉄骨部材への溶接方法

耐火認定

・あり(CD管等打ち込み時の耐火被覆吹付　※要　・不要)　

１３ 頭付きスタッド

径(呼び名) 適用箇所長さ(呼び長さ)　mm

・ 80 ・ 100 ・ 12016φ

19φ

22φ

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

・ 80 ・ 100 ・ 130 ・ 150

(7.2.8)

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部　

１４ 入熱､パス間温度の

溶接条件

適用箇所　　

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

・

・構造関係共通図(鉄骨標準図)(5(7)鋼材と溶接材料の組合わせと溶接条件)による

・工事現場溶接の場合　

・工場溶接の場合　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　１６ 溶接部の試験

・

・

・

・

・

・第６水準

・全て

検査水準

節

(7.6.12)

　行う

・行わない

AOQL(%)　　

・　

・4.0　・2.5

・4.0　・2.5

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・ 抜き取り検査①

独立行政法人建築研究所監修

「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

※ 抜き取り検査②

・行わない

スカラップの形状　　１５ 溶接接合 (7.6.7)

・改良型　・

鋼製エンドタブの切除

適用箇所

・行なう

・全て

塗料の種別

(7.8.2)(18.3.2)

　種別

鉄鋼面

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ａ種

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

亜鉛めっき面

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.2 Ａ種

・

鋼製スリーブの内側(鉄骨に溶接されたもの)

　種 別

・ 標準仕様書　表18.3.1 Ｂ種

・

適用箇所

・ 屋外　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・ 屋内　(標準仕様書7.8.2の範囲以外)　・

・

・屋外，屋内　・

・

・

・

１７ 錆止め塗装

適用箇所

適用箇所

建築図仕様書による１８ 耐火被覆

亜鉛めっきの種別 材 料 適用箇所

最小板厚1.6㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

C種(HDZ35)

B種(HDZ45)

A種(HDZ55)

１９ 溶融亜鉛めっき
(7.12.4)(表14.2.2)種別等

２０ 梁貫通孔の補強 補強方法

適用箇所

・在来工法

※図示

・

そ
の
他

（あらかじめ検討）

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、

・ 杭の芯ずれを考慮した検討

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

・ 杭の長さの変更を見込んだ検討

・ 梁貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

あらかじめの検討を行っている部分

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

あらかじめ検討の範囲及び対応方法

１ 軽微な変更の対応

本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、

品質管理上の施工誤差を許容するものではない。

・ 

・

（7.3.3)

※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］

付表５［工事現場］による。

(7.10.2)４ 建方精度

  コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する

場合は、強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること

・JIS B 1220 ABR400

・JIS B 1220 ABR490

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

・標準仕様書　表7.2.3による

・

※

また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。）

JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS A 6202による膨張剤とする。)

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による

※

AOQL(%)　　

・全て　

・図示　・

　図示※　　　　・

　図示※　　　　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示

・認定工法

　図示※

　図示※

　図示※

　図示※

・図示　・

外観検査　・行う　・行わない

めっき付着量の検査　・行う　・行わない

３ 製作精度 ※(一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」 付則6［鉄骨精度検査基準］による。　

※通しダイアフラムの許容誤差

・全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

・ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

・｢突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

・設備基礎

・捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

・設備基礎

１４ 構造体コンクリートの 外観の確認は全数行う。寸法確認は抽出とし、監督職員と協議を行う。 (6.9.6)

仕上り及びかぶり厚さ

の確認

凍害対策、高強度コンクリートの養生方法について施工計画書に記載する。

・なし
既に構築されている躯体部分（RC・S・SRC）に、

新たに埋設物・開口等を設ける場合には、それらの大小、

２ 構築された躯体の改変

設置位置等に拘わらず、すべて工事監理者との協議を行う。

水ｾﾒﾝﾄ比

(％)

単位水量

(kg/m3)

・

・

コンクリートの構造体強度補正値（S）

　※標準仕様書　表6.3.2　　・図示による（　　　　）

・寒中コンクリート　適用期間（12/1～3/31）

・マスコンクリート　適用箇所（　　　　） (6.13.1)

打継の位置

梁及びスラブ

  ※スパンの中央又は端から1/4の付近打継目地

  ・図示による（　　　　）

柱及び壁

  ※スラブ、壁又は基礎の上端

  ・図示による（　　　　）

(6.6.4)

・図示による（　　　    　）  

・図示による（　　　　        ）

※図示による（　　　　）

※図示による（　　　　）

※図示による（　　　　）

(6.2.5)(6.8.2)

適用箇所種別

・ a種

・ c種

・ b種

コンクリートの仕上がりの平坦さ

・見えがかり部　　　・打ち放し部

・a種およびc種以外

・基礎部　　　　　　・隠ぺい部

・せき板に断熱材を兼用した型枠材

・MCR工法用シートの適用

・普通エコセメント（　　　日以上）

　・行う　　　・行わない

(7.3.10)仮組の実施

ナット回転法でボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

・図示による（　　　　）

(7.4.7)

ナット回転法でボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

・図示による（　　　　）

(7.4.7)

(7.10.2)

外観検査

※「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」第二号による

　試験方法　※目視　※計測　・図示による（　　　　）

※（一社）日本建築学会「JASS6 鉄骨工事」　付則6「鉄骨精度検査基準」付表3「溶接」による

　試験方法　※目視　※計測　・図示による（　　　　）

・耐火被覆材を接着する面への塗装

　※行う

　　接着破壊しない耐火被覆材を選定すること

　・行わない

　　適用範囲　・図示による（　　　　）

(7.8.2)

60 PCaPC柱

構造図による 構造図による

H

*

・煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート

・煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コン

ブロック造とすること。

クリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリート

れがないものとすること。

支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するもの(以下「屋外水槽等」という）は、

すること。

・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

る等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

・給湯設備 は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設け

・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

・建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備 を除く。)は、

  平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

　*「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に

　該当するものを除いたもの。

  すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

・建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそ

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

（※設計が該当する場合には、・ に   を記入）

令第129条の2の4の事項

造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

の安全性の確認

３　建築設備の構造耐力上

４　35℃を超える暑中コン

クリートの対応

・法第２０条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示

・コンクリートの計画調合は、試し練りによる。試し練りではスランプの経過変化及び凝結性状を確認
　すること。

・混和剤がJIS A　6204による高性能AE減水剤（遅延形）であること。

・暑中コンクリートの施工指針・同解説（日本建築学会）の「3.3施工段階における暑中対策」の内容
　が盛り込まれていること。

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

2.3程度 18
・ 
※ 65

・ 
※ 18524 床版・小梁・壁・柱・梁

貯蔵施設棟

研究所棟

基礎

・ 30 2.3程度 18
・ 
※ 65

・ 
※ 185 床版・小梁・壁・梁

基礎
研究所棟

・ 見え掛かり部

・その他

・第1水準

PCa工場仕様による

PCaPC柱内埋め込み部

鉄骨大梁・鉄骨小梁

・ 30 2.3程度

研究所棟

Pca基礎
PCa工場仕様による

構造特記仕様書（２）

-(A1)
-(A3)

S-002



（ａ）鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

（ａ）次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

梁

床版

壁

壁柱

壁

壁 梁

床版

壁

図2.1

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端（図2.1の　　）にある場合（基礎梁を除く）

（１）柱の四隅にある主筋（図2.1の　　）で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）杭基礎のベース筋

（ａ）鉄筋の重ね継手

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

（３）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）原則として、D35以上の異形鉄筋については、重ね継手を用いない。

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
(フックなし)

１Ｌ

18

(フックあり)

21

24 27

45d

40d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

（注）１．Ｌ　　L　　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ　 は、図3.1に示すようにフック部分　　を含まない。１ｈ

１,

図3.1

Ｌ

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

ａ

フックなしの場合

フックありの場合

Ｌ

ａ

Ｌ１

ａ

１

表3.2　隣り合う継手の位置

ａ＝0.5Ｌ

Ｌ

Ｌ１ｈ

１ｈ

1ｈ

Ｌ

Ｌ

ａ≧400mm以上、かつ、a≧(b+40)mm以上

１Ｌ ａ

Ｌ１ｈ ａ

１

１ｈ

ａ≧0.5Ｌ 1ｈ

ａ ａ≧400mm

b

圧接継手・溶接継手

カップラー

（３）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、構造図による。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ１ ２ ３

余長

図3.2　定着の方法

　　　表3.4に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上、小梁の場合は1/2以上）を

（２）梁主筋の柱内定着の方法は図3.2による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、表3.3のフックあり定着の長さを確保できない

　　　場合は、全長を表3.3に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを

直線定着の長さ

（イ）直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ （ロ）折曲げ定着の方法

フックあり定着の長さ

全長

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ１h ２h ３h

末端部

図3.4　スパイラル筋の継手及び定着

中間部

（重ね継手）

（１）溶接金網の継手及び定着は、図3.3による。

（２）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.4による

以上の

添巻き

1.5巻

d

≧6d

重ね継手

150mm以上１節半以上、かつ、

スラブの場合

50d

図3.3　溶接金網の継手及び定着

d

≧6d ≧6d

5
0d

≧6d

d d

150mm以上

Ｌ １３ Ｌ

鉄筋１節半以上、かつ、

Ｌ２

壁の場合

Ｌ １

鉄筋

（柱頭又は柱脚部）

　　　なお、Ｌ　は表3.2にＬ　及びＬ　は表3.3の（注）による。２ ３

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

かぶり厚さを定める。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小

（注）１．＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は構造図による。

煙突等高熱を受ける部分

構造部分の種別

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

擁壁，耐圧スラブ

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　　仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

屋内

ない部分

土に接し

る部分

土に接す

耐力壁以外の壁

スラブ，

柱，梁，耐力壁

最小かぶり厚さ

30

30

20

30

＊

　　　４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　厚さを含まない。

　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、構造図による。

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（Ｄは、鉄筋の最大外径）

図4.1　鉄筋相互のあき

Ｄ あき Ｄ

間隔

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

　　　ただし、機械式継手の場合のあきは、構造図による。

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり、厚さは（ｃ）による。

仕上げなし

仕上げあり

40

30
屋外

40

40

60

＊

60

ａ＝0.5Ｌ 1 ａ≧0.5Ｌ 1

　－　

（４）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。耐力壁の鉄筋の重ね継ぎ手の場合、

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１　鉄筋の加工

２　異形鉄筋の末端部

３　鉄筋の継手及び定着
４　鉄筋のかぶり及び間隔

機

械

式
継
手

重
ね

継
手

圧
接
継
手

　－　

SD295

SD345

SD390

鉄筋の

種類

折曲げ

折　曲　げ　図
角度

表1.1　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ内法直径(D)

以下

D16 D19
～D38

SD295,SD345

90°

90°

135°

135°

180°

3d以上 4d以上

及び

D19

～D38

5d以上

SD390

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

４ｄ以上

３．１　継手及び定着
４．１　最小かぶり厚さ

１ｈＬ

35d 25d

表3.3　鉄筋の定着の長さ

直線定着の長さ

小梁
１Ｌ

スラブ

10d

３Ｌ

フックあり定着の長さ

－

（注）１．Ｌ   L 　：２．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　２．Ｌ　 L　 ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2(イ)に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　３．Ｌ　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着長さ。（基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

鉄筋の

種類

コンクリートの

設計基準強度
２Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

40d

35d

30d

18

20d

１,

２,

３

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3による。

（ｂ）鉄筋の定着

　　　６．軽量コンクリートを使用する場合は、表3.3の値に５ｄを加えたものとする。

SD295

SD345

SD390

21

24 27

30 33 36

45d

40d

35d

30d35d

Ｌ １ｈＬ ２ｈＬ２

３ｈＬ

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ

10d

18

21

24 27

50d

45d

35d

30d

30 33 36 35d 25d

40d 30d

21

24 27

50d 35d

30 33 36 40d 30d

45d 35d

１ｈ

35d 30d

40d

35d

30d

18

21

24 27

30 33 36

50d

45d

35d

40d 35d

40d

35d

21

24 27

30 33 36

50d

40d

45d 40d

25d30d

20d25d

20d25d

30d35d

25d30d

25d30d

20d25d

30d35d

30d35d

25d30d

１ｈ

２ｈ

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ３ｈ

定着起点 La（ただし、柱せいの3/4倍以上)

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

定着起点

余長

全長

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　特記がなければ、４０ｄ（軽量コンクリートの場合は５０ｄ）と表3.1の重ね継手長さのうち大きい値とする。

表3.4　鉄筋の投影定着長さ

コンクリートの

設計基準強度
２

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
Ｌ

18

21

24 27

20d

15d

15d

15d

30 33 36

（注）１．Ｌ　：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　２．Ｌ　：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

a

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

SD295

SD345

SD390

鉄筋の

種類
Ｌ

18

21

24 27

20d 20d

30 33 36

20d 15d

21

24 27

30 33 36

15d 15d

15d 15d

20d 20d

15d 15d

20d 20d

20d 20d

20d 15d

　　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

１

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建　　築

径

表1.1　鉄筋の断面表示　

１．１　適用範囲等

１．４　記号
（ａ）設計図中で使用する記号は、表1.1、表1.2を標準とする。

区分

記号 説明 説明記号

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

S0 スラブ開口

ボーリング位置

梁・スラブの上がり下がりの範囲 （±　　） FLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　

（ｂ）構造関係共通図（配筋標準図）は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等

　　　の一般的な標準図とする。

（ｄ）構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）以外については、設計図及び監督職員の指示による。

１．３　用語の定義

（ａ）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（ｂ）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

１．２　優先順位
　（ａ）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

１．特記仕様書（構造関係）

２-２　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）

２．図面

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」

２-１　構造関係共通事項（配筋標準図、鉄骨標準図）を除く図面

構造関係共通事項

（ｃ）構造関係共通図（鉄骨標準図）は、鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工、組立の一般的な標

　　　準図とする。

EW○○
EKW○○ 耐力壁の種別

50

建　築

径

表1.3　梁貫通孔記号　

区分 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

記号（建築用）

管名

表1.4　スリーブ材質の凡例　

鋼管

SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼板

GA

硬質塩化ビニル管（薄肉管）

VU

つば付き鋼管（黒管）

RS

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

総

則

構造関係共通図（配筋標準図）

（ａ）構造関係共通事項は、構造関係の共通的事項と、構造関係共通図（配筋標準図）、構造関係共通図（鉄骨標準図）

から構成される。

b

ba

（ｃ）その他の鉄筋の継手及び定着

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合は、余長を4d以上とする。

　　２．90°未満の折曲げの内法直径は構造図による。

（幅止め筋）

１ｈ

のみ込ませる。

（注）1.　　　　は、表3.4の鉄筋の投影定着長さを示す。La、Lb

Lb（ただし、梁幅の1/2倍以上)

　　　　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

１

　　　７．Ｌ　 L　 ：構造計算ルート1及びルート2の仕様規定による場合は、40d以上を確保する。（令73条3項）２, ２ｈ

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

L

L

溶
接
継
手

・

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

構造関係共通事項(1)

-(A1)
-(A3)

S-003



②Ｗ－Ⅰ形（溶接を行う）

（イ）

①Ｈ形

③ＳＰ形（スパイラル筋）

（ロ） （ハ） （ニ）

（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。

６．１　柱主筋の継手、定着及び余長

６　柱の配筋

６．２　帯筋組立の形及び割付け

７　梁の配筋

５　基礎及び基礎梁の配筋

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合は

図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（２）（１）ができない場合は、梁筋を柱内に定着するものとし、7.1（ａ）（２）による。

（ａ）一般事項

５．１　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

７．１　大梁（5.1基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

柱

梁 梁
２Ｌ

図5.2　主筋の継手，定着及び余長（その１）

継手長さ

継手長さ

 /4 0

15d（余長）

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長

（ｃ） 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長

　　ただし，耐圧スラブが付く場合は，（ｄ）による。

継手長さ

図5.4　主筋の継手，定着及び余長（その３）

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長

≧100

aＬ

aＬ

 /2 0  /4 0

 0

継手長さ 15d（余長）

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

15d（余長）

20d（余長）

20d（余長）

継手長さ

 /2 0  /4 0

 0

 /4 0

20d（余長）

継手長さ 15d（余長）

２Ｌ

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合

≧8d

（ａ） あばら筋組立の形及びフックの位置は，7.2(a)による。ただし，梁の上下にスラブが付く場合で，かつ，

梁せいが1.5m以上の場合は，図5.5によることができる。

d

重ね継手とする場合

１hＬ

継手

（注）1.　柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には，フックを付ける。

2.　隣り合う継手の位置は，表3.2による。

図6.1　柱主筋の継手，定着及び余長

≦
3h
o/
4

h
o

定着

h
o
/
2
+1
5d

1
5d

かぶり厚さ

が多い場合

上階の鉄筋

下階の鉄筋

が多い場合

≧150 ≧150

≦
3h
o/
4 h
o

h
o

２
Ｌ
 以

上

２
Ｌ

２
Ｌ

２
Ｌ

1
5d

h
o
/
2
+1
5d

(2) フック及び継手の位置は，交互とする。

(3) 溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は5d以上，片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

(5) Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

≧6d

Ｐ
＠

≧40d

≧8d

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｌ

d

Ｌ Ｌ

≧6d

Ｌ

≧6d

≧6d

(4) ＳＰ形において，柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

（イ） （ロ） （ハ）

（イ） （ロ）

④丸形

（イ） （ロ）

図6.3　帯筋の割付け

上下の柱断面寸法が異なる場合，

太い鉄筋又は同径のものを２本
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

（注）柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とする範囲は，その柱に

　　取り付くすべての梁を考慮して適用する。

　　  なお，P  ＠，P  ＠は，特記された帯筋の間隔を示す。

１

１

２

２

１1.5P ＠

１P ＠

２1.5P ＠

２P ＠

１1.5P ＠

図7.1　梁主筋の梁内定着

柱

梁 梁

(1) 梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異なる場合には

図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

(2) 梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　なお，定着の方法は，3.1(b)(2)による。

上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

(ａ) 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(3) 段違い梁は，図7.2による。

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

を２本重ねたものとする。

D≦100
柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

L2

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｄ

最上階

15d(余長)

二段筋

継手長さ

継手長さ

一般階

上端筋

下端筋

（注）1.　継手中心位置は次による。

　　　上端筋：中央　 /2以内

　　　下端筋：柱面より梁せい(Ｄ)以上離し，　/4を加えた範囲以内

2.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

 0

 0

3.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

(ｂ) ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長

 /4 0  /2 0  /4 0

15d(余長)

15d(余長)

 /4 0 Ｄ

 0

２Ｌ ２Ｌ

15d(余長)

20d(余長)

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

最上階

二段筋

一般階

（注）1.　2.異形鉄筋の末端部(2)で定めた鉄筋には，フックを付ける。

2.　　　　　　印は，継手及び余長を示す。　　

4.　破線は，柱内定着の場合を示す。

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

１Ｌ

１Ｌ １Ｌ

3.　梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　 　のように引き通すことができる。

(ｃ) ハンチのある場合の重ね継手，定着及び余長

15d(余長) 15d(余長)

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

２Ｌ
２Ｌ

１Ｌ １Ｌ

５．２　基礎梁のあばら筋

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

２Ｌ

aＬ

aＬ Ｌa

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

aＬ

図5.3　主筋の継手，定着及び余長（その２）

③Ｗ－Ⅱ形

Ｌ/2

④Ｗ－Ⅲ形
Ｌ

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．　　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

図6.2　帯筋組立の形

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

※ Ｌa の数値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

（ａ）柱主筋の継手、定着及び余長の一般事項

（２）継手、定着及び余長は図6.1による。ただし、柱頭定着長さL  を確保できない場合は構造図による。2

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による

（ｂ）帯筋の割付けは、図6.3による。

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

 /4 0  /2 0  /4 0

 0

 ガス圧接を例として示す

（注）斜線は継手範囲

（注）斜線は継手範囲

5
00
以
上

,か
つ
,
15
00
以
下

5
00
以
上

,か
つ
,
15
00
以
下

（１）継手の中心位置は、梁上端から500㎜以上、1500mm以下かつ、3h  /4（h  は柱の内法高さ）以下とする。 0  0

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

※

※ ※
２Ｌ ２Ｌ

※

※
※

※

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

※

※

※

※

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

※

※※

※

※

※※

※

※※

※

２Ｌ

（注）(1) H形を標準とする。

２Ｌ ２Ｌ

拘束筋(逆U字形落し込み筋)を

大梁帯筋と同径で各方向3組以上

配筋する。

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

構造関係共通事項(2)

-(A1)
-(A3)

S-004



７．２　あばら筋（5.2基礎梁のあばら筋以外に限る）の組立の形及び割付け等

７．３　小梁主筋の継手、定着及び余長

７．４　片持梁主筋の継手、定着及び余長

８　壁及びその他の配筋

８．４　壁の開口部補強

９　スラブの配筋

８．１　壁の配筋

９．１　スラブの配筋

（注）1.　(イ)形を標準とする。ただし，Ｌ形梁の場合は，(ロ)又は(ハ)，Ｔ形梁の場合は，(ロ)～(ニ)と

　　することができる。

2.　フックの位置は，(イ)の場合は交互とし，(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，Ｔ形では交

図7.5　あばら筋組立の形

（イ）

d

（ロ） （ハ） （ニ）

　　互とする。なお、(ハ)の場合は床板の付く側を90°折り曲げとする。

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

≧8d

P＠
＝30

≦P＠

Ｄ

・
・ ＝30・

・

Ｄ

P＠

≦P＠ ≦P＠

P＠P＠

≦P＠

(1)　間隔が一様で，ハンチのない場合

(2)　間隔が一様で，ハンチがある場合

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d

(ａ) あばら筋組立の形及びフックの位置

(ｂ) あばら筋の割付け

（注）1. 腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150mm程度とし、柱等への、のみこみ長さは図7.6による。

2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は，Ｄ10-1,000＠程度とする。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠，Ｐ'＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

(3)　梁の端部で間隔の異なる場合

P＠

Ｄ

P'＠

図7.9　腹筋及び幅止め筋

Ｄ
腹筋

2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ＜1,500

(ｃ) 腹筋及び幅止め筋

≦P'＠

 /4 0  /4 0

 0

P'＠

外端

（定着）

20d(余長） 20d(余長)

連続端

 /4 0  /2 0  /4 0

連続端

(ａ)　連続小梁の場合

図7.10　小梁主筋の継手，定着及び余長（その１）

15d(余長) 15d(余長)bＬ

３Ｌ ｈ

 /2 0 /4 0  /4 0  /2 0 /4 0  /4 0

 /6 0  /12 07  /4 0

 0  0

２Ｌ

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)15d(余長）

2.　梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合，斜めにしてもよい。

(ｂ)　単独小梁の場合

端部

図7.11　小梁主筋の継手，定着及び余長（その２）

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

3.　図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

2.　先端の折曲げの長さＬは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

3.　図示のない事項は，7.1による。

(ａ)　先端に小梁のない場合

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

Ｌ

最上階一般階

（注）1.　　　　　　　印は，余長位置を示す。　　

 /6 0

３Ｌ ｈ

外端

Ｌb

 /2 0 /4 0  /4 0

15d(余長)

20d(余長) 20d(余長)

 /3 02

 0

 /6 0

３Ｌ ｈ

15d(余長)

15d
aＬ

３Ｌ ｈ Ｌ

15d  /32

３Ｌ ｈ

２Ｌ

 /32

小梁外端部

水平断面

小梁連続端部

片持梁

垂直断面

先端小梁

(頭つなぎ梁)
先端小梁

片持梁

片持梁筋

2.　先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

3.　先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(ｂ)　先端に小梁がある場合

図7.13　片持梁主筋の定着

（注）1.　図示のない事項は，(a)による。　　

折下げ

片持梁筋

折下げ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 壁の配筋は表8.1により、種別の適用は構造図による。

表8.1　壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D10-150@シングル

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@シングル

縦筋及び横筋

120

150

180

200

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

(ｂ) 片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表8.2により、種別の適用は構造図による。

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

断面図　　（mm）種別

D13-200@ダブル

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

縦筋及び横筋

180

200

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　

種別（表10.1)

KW1

KW2

縦筋

横筋

縦筋

横筋

KA1

KA3

KA2

KA4

図8.1　壁の配筋

　　開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

4.  幅止め筋は，縦横ともD10-1,000@程度とする。

２Ｌ

P＠

≦P＠ ≦P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

柱

梁

主筋位置

主筋位置

梁

主筋位置主筋位置

（注）1.　開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

１Ｌ

端部（垂直及び水平断面）

1-D13

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

2-D13

外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D13

1-D13

1-D13 1-D131-D132-D13

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13 4-D13

２Ｌ継手長さ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

(ａ) 耐力壁を除く壁開口部の補強筋は，Ａ形は表8.3，Ｂ形は表8.4とし、適用は構造図による。

縦横

補強筋
壁の種別

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

W18，W20 2-D13

斜め

1-D131-D13

2-D13

W12，W15

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

縦横

2-D13

4-D13 2-D13

斜め

1-D13

壁の種別

W18，W20

W12，W15

補強筋

(ｂ) 壁開口部補強筋の定着長さは図8.3による。

開口

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表9.1　スラブの配筋（S形）

図9.1　スラブの配筋

配筋

D13-100@S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

同　上

D13-150@

全域

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

S 7

同　上

同　上

同　上

    D10,D13-150@D13-100@

D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

長辺方向（配力筋）

短辺方向

短辺方向（主筋）

柱柱

柱 柱

大梁

大
梁

小
梁

長
辺
方
向

（注）1.　配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

2.　鉄筋の重ね継手長さはL1とする。

配筋

S 8

S 9

S10

S11

S12

同　上

全域種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

同　上

同　上

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10,D13-200@

    D10,D13-150@

    D10,D13-200@

D10-250@

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

一般スラブの場合

（イ） （ロ） （ハ）

受け筋 (D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋 (D13)

(D13)

受け筋

(D13)

受け筋

(D13)
受け筋

(D16)

受け筋

耐圧スラブの場合

２Ｌ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

３Ｌ

ｂＬ

２Ｌ

８．２　壁の継手及び定着

８．３　壁の交差部及び端部の配筋

９．２　スラブ筋の定着及び受け筋

８．５　パラペット

2-D13

図8.4　パラペットの配筋

先端補強筋
2-D13
先端補強筋

4-D13

先端補強筋

2-D13 2-D13

２Ｌ ２Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

Ｌb

2Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）1.　あばら筋は，柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。

2.　図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

3.  壁配筋の定着長さはＬ とする。２

(ａ)スラブの配筋は表9.1により、種別の適用及びスラブ厚さは構造図による。

(ａ) 壁の継手及び定着の一般事項

(ａ) 壁の交差部及び端部の配筋は図8.2による。

(ａ) パラペットの配筋は図8.4による。

(ｂ) コンクリート厚さ、縦筋、横筋の径及び間隔は構造図による。

(ａ)スラブ筋の定着及び受け筋は図9.2により、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

※　L3hを確保できない場合は、図3.2（ロ）によることができる。

※1　Laの数値は原則として柱せいの3/4以上とする。

※2　L3hを確保できない場合は、図3.2（ロ）によることができる。

※ ※

※2 ※2

※1

※

5.  原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

S13

S14 同　上

D10-200@

D10-250@

    D10-200@

（注）1.　図中のP＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

2.  壁配筋の重ね継手はＬ とする。１

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

構造関係共通事項(3)

-(A1)
-(A3)

S-005



（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図11.1による。

９．３　片持スラブの配筋

９．６　出隅部及び入隅部の補強

１０　階段の配筋

１０．２　二辺固定スラブ形階段の配筋

１１　梁貫通孔その他の配筋

１０．１　片持スラブ形階段の配筋

１１．１　梁貫通孔の配筋

表9.2　片持スラブの配筋（CS形）

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10-200@

D13-100@

D13-200@

D13-150@

D13-300@

上

下

CS2

CS1

　配筋種別 主筋

CS3

CS4
D10,D13-200@

D10-400@

D10-200@

D10,D13-200@上

下

上

下

上

下

上

下

CS6

CS5

CS7

上

下

上

下

　配筋種別 主筋

（注）先端の折り曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

D13(　≦1,000)
受け筋

先端部補強筋

2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

受け筋 D13

先端部補強筋

2-D13

配力筋

主筋

≦600

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

Ｌ

10d以上

Ｌ

D10-200@

垂れ壁のある場合

及び間隔に合わせる。
先端壁の縦筋の径

垂れ壁のない場合

1
00
以
下

先
端
壁
厚
以
上

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

2-D13

2-D13

２Ｌ

２Ｌ

1
00
以
下

先
端
壁
厚
以
上

２
Ｌ

1
00
以
下

出隅受け部配筋出隅部分補強配筋

図9.9　片持スラブ出隅部の補強配筋

(注)  ≧   とする

出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋

    2．出隅受け部配筋は柱又は梁にL　定着する。

出
隅
部
分
の
補
強
筋

補強筋の定着

１

１ ２

出隅受け部

(注)1.   ≧   とする１ ２

(ｂ) 片持ちスラブの出隅部

３
Ｌ

１
Ｌ

 
/2

１

１Ｌ /2１

３Ｌ

１

2

 
/2

１

２

１

 /2１

出隅部

図9.7　スラブ開口部の補強配筋

１Ｌ

１Ｌ

2. スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて

１Ｌ

１Ｌ

１ｎ 本

２ｎ 本

(   )本
２ｎ 

２(   )本
１ｎ 

２

（注）1. スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し，偶角部に斜め方向に2-D13（  　=2Ｌ  )

　　シングルを上下筋の内側に配筋する。

　  配筋できる場合は，補強を省略することができる。

１

5－D10（　　=1,500）

図9.8　出隅及び入隅部の補強配筋

5－D10（　=1,500）

（注）補強筋を上端筋の下側に配置する。

(ａ) 屋根スラブの出隅及び入隅部

中間部

図9.10　打継ぎ補強配筋

ａ D13

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔

端部

D13

(ａ) 土間スラブの打継ぎ補強（基礎梁とスラブを一体打ちとしないで打継ぎを設ける場合の補強）

２Ｌ ２Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

３
Ｌ

ａ
２

Ｌ

中間部

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

D13

土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

端部

D13

（ｂ） 土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

び間隔に合わせる

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

ａ
２

Ｌ

２Ｌ

土間コンクリート補強筋

D10-300@

ｔ

配筋種別 KA1

配筋図

（注）1.　片持ちスラブ形階段を受ける壁配筋は，8.1(b)による。

2.　階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

3.　スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，表3.3のＬ  とする。

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別

KA2

KA4KA3

D10-300@

D10-300@

ｔ

D13

D13

D10-300@

D10-300@

ｔ

D13
2-D13

ｔ

D13

D13

D10-300@

ｔ

ｔ

2-D13

D13配筋図

３

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ
２Ｌ

上端筋、下端筋とも（全域）配筋種別

KB2

KB1

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7 D16-100@

D16-125@

D16-150@

    D13,D16-150@

D13-100@

D13-150@

D13-200@

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

D10-300@

D10-200@

t

D10

150

ｔ

D13

D10

D10

D13

D10-200@

ｔ

bＬ

２Ｌ
２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

３Ｌ

３Ｌ

bＬ

 0

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

D10-300@
t

D10

D10

３Ｌ

３Ｌ

(注)　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

bＬ

 0

150

２Ｌ

 0

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

Ｄ

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

横筋

斜め筋

図11.2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

９．４　片持ちスラブの先端に壁が付く場合の配筋

９．５　スラブの開口部の補強

９．７　スラブの打継ぎ補強等

２Ｌ
D13(　≦1,000)

受け筋

先端部補強筋

2-D13

D16(　＞1,000)

配力筋

主筋

Ｌ

３Ｌ

aＬ

２Ｌ

受け筋 D13

先端部補強筋
2-D13

配力筋

主筋

≦600

Ｌ

２Ｌ

aＬ

２Ｌ

(ａ)片持スラブの配筋は表9.2により、種別の適用及びスラブ厚さは構造図による。

（段差なし） （段差あり）

（段差なし） （段差あり）

(ａ)スラブ開口部の補強及び定着方法は構造図による。ただし構造図において軽微な開口として特記されたものの

開口補強については下記による事ができる。軽微な開口の特記は構造図による。

（土間スラブは土に接するスラブでS形の配筋によるものをいう。a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

（土間コンクリートの補強筋は構造図による。なお、基礎梁との接合部は図9.11による。

a>300の場合は構造図による。）

a≦300の場合

(ａ) 片持スラブ形階段の配筋は表10.1により、種別の適用及びスラブ厚さ等は構造図による

(ａ) 二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2、図10.3により、

種別の適用、スラブ厚さ等は構造図による。

２Ｌ

２Ｌ

２Ｌ

45゜ 45゜

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

図11.5　孔の上下方向の位置の限度

d

d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

(ａ)片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋は図9.6による。

    3．出隅受け部分（斜線部分）の補強筋は

構造図による。

（D10-200@）
（D10-200@）

8d以上

3. 開口のサイズ700mm角以下を適用範囲とする。

c）小開口が連続する場合

L
1

L
1

L1

L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

・開口間には2-D13を入れること。

b）開口が700mmを超える場合

周囲補強

L
2

L1

L1

斜め補強

L1

L
2

L1

・補強筋は特記による。

・補強筋は周囲の梁内に定着させること。

・上記補強方法を計画し、監督職員の承諾を得ること。

・開口間のあきは、原則として100mm以上とする。

・開口によって切断される鉄筋と同本数以上の鉄筋を
　左右に振り分けて配置すること。(上下筋共)

・上記補強方法を計画し、監督職員の承諾を得ること。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。

（ｄ）孔は、柱面から、原則として、1.5D(Dは梁せい)以上離す。ただし、基礎梁は柱面から 1.0ｍの範囲は開口を

（ｅ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｆ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｇ）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

（ｈ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

　　　開口部を避けて配筋出来る場合において構造図に特記されたものは、補強を省略することができる。

（ｉ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

（ｊ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｋ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

45゜ 45゜

図11.4 孔を設けない範囲

大梁 小梁

　　　設けてはならない。
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（ａ）控壁の配筋は、図11.3とし、控壁の配置は意匠図による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は図11.4により、帳壁の配筋の定着長等は意匠図による。

１１．３　コンクリートブロック帳壁との取合い

表11.1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

表11.2　M形配筋

M1

M2

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

M3

M4 6-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

4-2-D13

2-2-D13

配筋
種別

（注）     　は，一般部分のあばら筋を示す。

2-2-D13

なし

2-2-D13

なし

縦筋 溶接金網 配筋図

2-6φ-100@2-2-D13

4-2-D13 2-6φ-100@

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D16

斜め筋

表11.3　MH形配筋

MH1

MH2

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

配筋
種別

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

図11.3　控壁の配筋（水平，垂直とも）

D13

D10 D10-200@

D16

コンクリートブロック帳壁

ｔ

２Ｌ

２Ｌ

図11.4　壁付き土間コンクリートの補強配筋

コンクリートの厚さ

D10-200@D10

コンクリートブロック帳壁

800

(ａ) 梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、種別の適用、箇所数等は構造図による

１１．２　梁貫通孔の補強形式
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JASS6 鉄骨工事（2018年版）による。

１－２　注意事項

構造図面に記載された事項は、本鉄骨標準図に優先して適用する。

構造図面及び構造関係特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

詳細が本鉄骨標準図と相違する場合は工事監理者と協議し決定すること。

１－１　適用範囲

１．共通事項

本鉄骨標準図は鉄骨工事に適用する。

「特記」とは、構造図面に表記する事項をいう。

・

・

・

・

・

２－１　開先標準

２．溶接標準
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２－２　裏当金

5～10mm 5～10mm 5～10mm5～10mm

スチ－ルタブの場合代替タブの場合

205020

裏当金

組立溶接

代替タブ スチ－ルタブ

エンドタブの開先は母材と同開先とする。・

エンドタブ（スチ－ルタブ）の材質は母材と同・

エンドタブは本溶接完了後に切断する。ただし、・

エンドタブはフランジ側面より10mmの位置・
で凹凸がないように切断すること。凹凸が著し

柱フランジ
梁フランジ

エンドタブ

エンドタブ

裏当金

梁
フ

ラ
ン

ジ
板

厚
＋

5
0

50

20

２－３　エンドタブ

裏当金の材質は母材と同材質とする。

組立溶接箇所

溶接不可の箇所

工事監理者の承諾を受ければ切断を行わなくても

材質とする。

よい。

い場合はグラインダがけを行うこと。

組立H形鋼ロ－ルH形鋼

梁端部

裏当金は隙間が生じないように加工すること。

θ の範囲を超える場合は、工事監理者と協議すること。・

超音波探傷試験対象範囲は突合せ溶接部（T1,T2,B1,B2,B3,B4）及び工事監理者が必要と・
判断した箇所とする。

 ２－５　ノンスカラップ

２－６　スカラップ

組立溶接は原則として本溶接開先内に行ってはならない。裏当金使用以外の突合せ溶接部の・

２－４　組立溶接

組立溶接は必ず裏はつり側に行う。

組立溶接に割れが生じないように、必要で十分な長さと4mm以上の脚長をもつビードとする。・

組立溶接のビード長さＬは以下とする。・
t≦6：L≧30
t＞6：L≧40

ただし、板厚tが異なる場合は、厚い方の板厚とする。

（　）内はt≧32の時

S
S

S

S

45°

0.35t

0.35t0.35t

0.35t

4
以

下

4
以

下

監修 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版、日本建築学会建築工事標準仕様書 

・

・

45
°

ΔS

20

R35

B1でも可とし、その場合は

超音波探傷試験対象外とする。
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３－１　冷間成形角形鋼管

３．柱・梁接合部標準（ノンスカラップ）

１）通しダイアフラム

PL-(1)

空気抜き穴　20φ

PL-(1)

e1

e
1

PL-(1)

PL-(1)

PL-(1)

PL-(1)

T1
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F1

B1

F1

P1
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PL-(1)

T1

e
2

≧
1
5
0

≧
1
0
0

ダイアフラム

e
2

B1

e
2

e
2

B1

・PL-(1)は柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚が40mm未満の場合は２サイズ上、40mm以上
の場合は１サイズ上とする。材質は柱・梁フランジの強度の高い方のＣ材とする。

ダイアフラム内ダイアフラム

PL-(2)

PL-(2)は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)
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・仕口部の鋼管の板厚は、上下階の柱の厚い方とする。材質は原則、上下階の強度の高い方と

内ダイアフラム形式でＢＣＰ材の場合は仕口部の鋼管の材質は原則、上下階の強度の高い方
のＣ材とする。

・
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・PL-(1)は柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚が40mm未満の場合は２サイズ上、40mm以上
の場合は１サイズ上とする。材質は柱・梁フランジの強度の高い方のＣ材とする。

・PL-(2)は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

・e1は柱の板厚が40mm以下の場合は25mmとし、40mmを超える場合は特記による。

・e2は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。

・鋼管の通しダイアフラムは角部をつないだ多角形でも可とする。ただし、e1は維持すること。

・仕口部の鋼管の板厚は、上下階の柱の厚い方とする。材質は原則、上下階の強度の高い方と

内ダイアフラム形式で仕口部の鋼管の材質は原則、上下階の強度の高い方のＣ材とする。・
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３－３　ビルドボックス

・

・最上階柱頭部のトッププレ－トは、柱の最大厚以上かつ梁フランジの最大厚が40mm未満の場合
は２サイズ上、40mm以上の場合は１サイズ上とする。材質は原則、柱と梁フランジの強度の

PL-(1)は梁フランジの最大厚の1サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。
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３－４　ＳＲＣ造鉄骨

・PL-(1) は柱フランジの最大厚以上かつ梁フランジの最大厚が40mm未満の場合は２サイズ上、
40mm以上の場合は１サイズ上とする。材質は原則柱と梁フランジの強度の高い方のＣ材とする。

・PL-(2) は柱フランジの最大厚の1サイズ上とし、柱フランジと同材質とする。幅は上下柱フ

・PL-(3) は柱・梁ウェブのうち最大厚の２サイズ上とし、柱・梁ウェブと同材質とする。

・PL-(4) は柱フランジの最大厚の1サイズ上と梁フランジの最大厚の厚い方とし、材質は原則、

・PL-(5) は梁フランジの最大厚の１サイズ上とし、梁フランジと同材質とする。

・PL-(6) は柱・梁ウェブの最大厚の２サイズ上とし、PL-(5)の２サイズ下の板厚以上とする。
材質は柱・梁ウェブと同材質とする。
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・PL-(2),(3),(4)はX・Y各方向毎に定める。

柱と梁フランジの強度の高い方のＣ材とする。

ランジの広い方と同じとする。

・e1は柱の板厚が40mm以下の場合は25mmとし、40mmを超える場合は特記による。

・e2は梁フランジを通しダイアフラム板厚内におさめるため3mm程度を標準とする。

・e3は梁フランジ、柱フランジ及び PL-(4) の最大幅に両側25mmを加えた幅とする。
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・通しダイアフラム形式を原則とする。

・内ダイアフラム形式の場合は梁フランジは内ダイアフラム幅内におさめる。

・通しダイアフラム形式を原則とする。

又は

L1L2 又は L1L2 又は

L1L2 又は

L1L2 又は

は でも可とする。T3 T1

高い方のＣ材とする。

・通しダイアフラム形式の場合は「冷間成形角形鋼管 １）通しダイアフラム」による。

・通しダイアフラム形式を原則とする。

３-５　プレート板厚サイズ

プレート板厚t（mm）

・40mmを超える場合は5mm毎とする。

6 9 12 16 19 22 25 28 32 36 40

特記による。

同じとする。 同じとする。
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４－１　冷間成形角形鋼管・円形鋼管・ビルドボックス

４．柱脚標準

１）埋込柱脚・根巻柱脚-（Type A）
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・ベ－スプレ－トの材質はＢ材を標準とする。

２）埋込柱脚・根巻柱脚-（Type B）

４－２　露出柱脚
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４－３　ＳＲＣ造鉄骨
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４－４　アンカ－ボルト

D

35

・露出型弾性固定柱脚の仕様はメ－カ－の規定による。

・

・柱のアンカ－ボルトは建方用アンカ－フレ－ムを用いて保持すること。

・柱のアンカ－ボルトが建方用の場合はサップアンカ－の使用を可とする。ただし工事監理者
の承諾を受けること。

アンカ－ボルトに用いる定着板は下記以上とする。定着版の材質はSS400とする。
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５．柱継手標準

２）エンドダイアフラム方式-（Type B）
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・エレクションピ－スは請負者等の責任において建方時の安全性を考慮して十分な強度を有する

PL-9(SS400)
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B4

溶接Ｂ４の裏当金はテ－パ－付のものを使用すること。

５－１　冷間成形角形鋼管・円形鋼管・ビルドボックス

・シ－ム部からエレクションピ－スをずらすこと。

・エレクションピ－スは溶接後に柱面より10mm以上の位置で切断すること。ただし、仕上げ等
に影響する場合は母材を痛めないように除去すること。

５－２　ＳＲＣ造鉄骨

・ＳＲＣ柱の柱フランジが28mm以下の場合はボルト接合とし、28mmを超える場合は溶接接合と

・ＳＲＣ柱のウェブ継手は溶接接合とする。
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６－１　ブラケットタイプ

６．梁継手標準

１）ボルト接合
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６－２　ノンブラケットタイプ

２）溶接接合
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中央梁フランジが28mm以下の場合はボルト接合とし、28mmを超える場合は溶接接合とする。・
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６－４　ピン接合

６－３　梁剛接合
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７－１　スタッドコネクタ－取合要領

７．梁加工標準
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L≧5e

L≧5e

t
f

H

a b

10

n

つづりボルト

1-M20-@1000
GPL-9

鉄骨標準図（４）

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当
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８－１　デッキプレ－ト受け

８．その他の加工標準

デッキ受けPL-6x65

A

2020

F3

F3

デッキ受けPL-6x65

デッキスラブ方向
※デッキ受けプレ－トはフランジ面

から1mm程度下げること。

 Sec. A 

※

デッキ受けPL-6x65

F3

T1

※
※

同強度のＣ材とする。

F1

８－２　柱梁折曲要領

梁フランジと同厚とし材質は

※

同強度のＣ材とする。
柱の最大厚と同厚とし材質は

８－３　仕上材等の取付プレ－ト

・仕上の取付プレ－トの溶接は原則工場溶接とし、母材を痛めないように注意すること。

・廻し溶接が不要な部分は小口面から10mm手前で溶接を止めること。

10

10

10

・ダイアフラムは「柱・梁接合部標準」で定めた板厚の1サイズ上とする。

ダイアフラム
φ≦min((Ds/3) , 300)

ダイアフラム

Ds

ダイアフラム

4-50φ

φ≦min((Ds/3) , 300)

4-50φ

Ds

4-50φ
Ds

φ≦min((Ds/3) , 300)
ダイアフラムダイアフラム

８－４　充填コンクリ－ト柱のダイアフラム

H形鋼

鋼管

※

・※は25mmを標準とし、詳細寸法は原寸図又は工作図等で決定のこと。

50 30 50

T1

T1

T1

≧
D
c

PL-(1)

・PL-(1)は上下柱フランジの厚い方と同厚とし、材質は同強度のＣ材とする。

Dc

中詰コンクリ－ト充填孔 φ≦min((Ds／3) ,300)

空気抜き穴　4-50φ

P1

P1

ボ
ッ

ク
ス

柱
内

蔵
十

字
形

鉄
骨

内
蔵

Ｓ
Ｒ

Ｃ
柱

Ｓ
Ｒ

Ｃ
柱

８－５　角形鋼管とSRC十字形柱の切替要領

・e1は柱の板厚が40mm以下の場合は25mmとし、40mmを超える場合は特記による。

e1

e
1

Ds

８－６　鉄筋貫通孔

鉄　筋

孔　径

D16D13

20 25

D19

29

D25D22

32 36

D29

40

D32

45

・方向別の鉄筋レベルを考慮してウェブプレ－トに貫通孔を設けること。

・鉄筋孔が下図のようにフランジ面に近接する場合(15mm以下)はU字形に孔をあけてもよい。

・鉄筋が斜めに貫通する場合は孔を大きくしてもよい。ただし、工事監理者の承諾を受けること。

フランジ

ウェブ
鉄　筋

≦
1
5

T1

T1

８－７　ＳＲＣ造柱のバンドプレ－ト

※フランジ角部に溶け落ちを

バンドプレ－ト

FB-9x100(SS400)

 十字鉄骨 

バンドプレ－ト

フランジ

 バンドプレ－ト溶接要領 

 Ｌ字（Ｔ字）鉄骨 
A

 詳細 A 

3
0
0

3
0
0

円形角形

組立角形

  生じさせないこと。
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９－１　Ｈ形梁剛接合（SN490級／F10T・S10T）

９．ボルト継手標準

3
0
0

g
1

3
5

g
2

3
5

g
2

1060

40

60〃〃

40

SPL-1

SPL-2

40 40

nF

m
F

n F

m
F

m
F

nF

m
W

nW

〃45 45〃

40

60 〃〃60

40

10

g
1 B

H

B

4
0

g
2

g
1

g
2

4
0

4
0
0

6
0

6
0

4
0

4
0

・フランジ幅が200のウェブ継手のボルトはM22をM20とする。

・柱のフランジ継手も上記にならう。

・メッキ部材については適用しないこと。

・SPLは母材と同強度とする。

・中央梁フランジが28mm以下の場合はボルト接合とし、28mmを超える場合は溶接接合とする。

(
3
5
0
)

・ボルト本数は中央材の板厚による。

40

60

40

10

40

60

40

SPL-3

(
3
5
)

(
3
5
)

16 x 250 x 650

H.T.B.

200 M2016

FPL

12 x 200 x 530

SPL-1B 2SPL-2

12 x  80 x 530

g1 g2

120

〃19 16 x 200 x 6505 x 2 16 x  80 x 650〃

〃22 16 x 200 x 6505 x 2 16 x  80 x 650〃

〃25 16 x 200 x 7706 x 2 19 x  80 x 770〃

〃28 19 x 200 x 7706 x 2 19 x  80 x 770〃

250 M2219 5 x 2 16 x 100 x 650150

F

22 〃 6 x 2 16 x 250 x 770 19 x 100 x 770

〃

〃

19 x 250 x 77025 6 x 2 19 x 100 x 770〃

〃28 19 x 250 x 8907 x 2 22 x 100 x 890〃

300 M2219・22 16 x 300 x 7107 x 2 19 x 110 x 710150

〃25 19 x 300 x 7107 x 2 19 x 110 x 710〃

〃28 19 x 300 x 8008 x 2 22 x 110 x 800〃

40

〃

〃

350 M22 19 x 350 x 6505 x 4 22 x 140 x 650140

〃

25

22 x 350 x 6505 x 4 25 x 140 x 650〃28

70

〃

400 M22 22 x 400 x 7706 x 4 22 x 170 x 77014025 90

n F mx

4 x 2

H.T.B.

400 M22

WPL

 9 x 260 x 290

2SPL-3H

4 x 2

m W n Wx

〃 〃 12 x 260 x 290

450 M22 5 x 2

〃 〃

 9 x 320 x 290

12 x 320 x 290

550 M22 6 x 2

〃 〃

 9 x 380 x 290

12 x 380 x 290

〃 〃 16 x 380 x 290

650 M22 7 x 2

〃 〃

 9 x 440 x 290

12 x 440 x 290

〃 〃 16 x 440 x 290

700 M22 8 x 2

〃 〃

 9 x 500 x 290

12 x 500 x 290

〃 〃 16 x 500 x 290

750 M229 9 x 2

〃12 〃

 9 x 560 x 290

12 x 560 x 290

〃14・16 〃 16 x 560 x 290

800 M229 10 x 2

〃12 〃

 9 x 620 x 290

12 x 620 x 290

〃14・16 〃 16 x 620 x 290

850 M229 11 x 2

〃12 〃

 9 x 680 x 290

12 x 680 x 290

〃14・16 〃 16 x 680 x 290

900 M229 12 x 2

〃12 〃

 9 x 740 x 290

12 x 740 x 290

〃14・16 〃 16 x 740 x 290

910 M229 13 x 2

〃12 〃

 9 x 800 x 290

12 x 800 x 290

〃14・16 〃 16 x 800 x 290

1,000 M229 14 x 2

〃12 〃

 9 x 860 x 290

12 x 860 x 290

〃14・16 〃 16 x 860 x 290

〃19 〃 19 x 860 x 290

〃19 〃 19 x 800 x 290

〃19 〃 19 x 740 x 290

ウ　ェ　ブ

フ　ラ　ン　ジ

500

600

〃 25 x 400 x 8907 x 4 25 x 170 x 890〃28 〃

９－２　Ｈ形梁剛接合（SN400級／F10T・S10T）

16 x 250 x 530

200 M2016 12 x 200 x 410 12 x  80 x 410120

〃19 16 x 200 x 5304 x 2 16 x  80 x 530〃

22 16 x 200 x 530 16 x  80 x 530

25 16 x 200 x 530 19 x  80 x 530

28 19 x 200 x 6505 x 2 19 x  80 x 650

250 M2219 4 x 2 16 x 100 x 530150

22 〃 4 x 2 16 x 250 x 530 19 x 100 x 530〃

19 x 250 x 65025 5 x 2 19 x 100 x 650

28 19 x 250 x 6505 x 2 22 x 100 x 650

300 M2222 16 x 300 x 5305 x 2 19 x 110 x 530150

〃25 19 x 300 x 5305 x 2 19 x 110 x 530〃

28 19 x 300 x 6206 x 2 22 x 110 x 620

40

〃

350 M22 22 x 350 x 5304 x 4 22 x 140 x 530140

〃

25

22 x 350 x 5304 x 4 25 x 140 x 530〃28

70

〃

400 M22 19 x 400 x 5304 x 4 19 x 170 x 53025 90

3 x 2

400 M229  9 x 260 x 2904 x 2

〃12 〃 12 x 260 x 290

450 M229 5 x 2

〃12 〃

 9 x 320 x 290

12 x 320 x 290

550 M229 6 x 2

〃12 〃

 9 x 380 x 290

12 x 380 x 290

〃14・16 〃 16 x 380 x 290

650 7 x 2

〃

 9 x 440 x 290

12 x 440 x 290

16 x 440 x 290

700 8 x 2

〃

 9 x 500 x 290

12 x 500 x 290

〃 16 x 500 x 290

750 9 x 2

〃

 9 x 560 x 290

12 x 560 x 290

〃 16 x 560 x 290

800 9 10 x 2

12 〃

 9 x 620 x 290

12 x 620 x 290

14・16 〃 16 x 620 x 290

850 11 x 2

〃

 9 x 680 x 290

12 x 680 x 290

〃 16 x 680 x 290

900 12 x 2  9 x 740 x 290

12 x 740 x 290

16 x 740 x 290

950 13 x 2  9 x 800 x 290

12 x 800 x 290

16 x 800 x 290

1,000 14 x 2  9 x 860 x 290

12 x 860 x 290

16 x 860 x 290

19 x 860 x 290

19 x 800 x 290

〃19 19 x 740 x 290

ウ　ェ　ブ

フ　ラ　ン　ジ

500

600

〃 22 x 400 x 5304 x 4 22 x 170 x 53028 〃

・

・

柱のフランジ継手も上記にならう。

・

メッキ部材については適用しないこと。

・

SPLは母材と同強度とする。

・

中央梁フランジが28mm以下の場合はボルト接合とし、28mmを超える場合は溶接接合とする。

ボルト本数は中央材の板厚による。

９－３　Ｈ形梁剛接合（SN400級／F10T・S10T）

部　　材
2SPL-3P

ウェブ

2SPL-2

フランジ

H.T.B.
nF mFx m W n Wx

H-300x150x6.5x9 1202 x 2 2 x 1M20
9 x 150 x 290

6 x 200 x 170
9 x  60 x 290

SPL-1

H-700x300x13x24

H-588x300x12x20

H-600x200x11x17

H-488x300x11x18

H-500x200x10x16

H-440x300x11x18

H-450x200x9x14

H-390x300x10x16

H-340x250x9x14

H-294x200x8x12

H-244x175x7x11

H-194x150x6x9

902 x 2 3 x 1
9 x 175 x 290

6 x 260 x 170
9 x  70 x 290

603 x 2 4 x 1
9 x 200 x 410

9 x 260 x 170
9 x  80 x 410

3 x 2 5 x 1
12 x 200 x 410

9 x 320 x 170
12 x  80 x 410

3 x 2 5 x 1
12 x 200 x 410

9 x 320 x 170
12 x  80 x 410

1203 x 2 4 x 2
12 x 200 x 410

9 x 440 x 290
12 x  80 x 410

H-150x150x7x10

H-175x175x7.5x11

H-200x200x8x12

H-250x250x9x14

H-350x350x12x19

H-300x300x10x15

※602 x 2 2 x 1
 9 x 150 x 290

 6 x 140 x 230
 9 x  60 x 290

602 x 2 2 x 1
 9 x 175 x 290

 9 x 140 x 170
 9 x  70 x 290

3 x 2 3 x 1
 9 x 200 x 410

 9 x 200 x 170
 9 x  80 x 410

4 x 2 3 x 2
12 x 250 x 530

 9 x 200 x 290
12 x 100 x 530

4 x 1
12 x 300 x 440

 9 x 260 x 170
12 x 110 x 440

5 x 1
12 x 300 x 440

 9 x 320 x 170
12 x 110 x 440

904 x 2
12 x 300 x 440

12 x 350 x 290
12 x 110 x 440

1205 x 2 4 x 2
12 x 300 x 530

 9 x 440 x 290
16 x 110 x 530

606 x 2 9 x 1
19 x 300 x 620

 9 x 560 x 170
19 x 110 x 620

602 x 2 1 x 2
9 x 150 x 290

9 x  80 x 290
9 x  60 x 290

601 x 2
 9 x 175 x 290

9 x  80 x 290
9 x  70 x 290

※602 x 1
 9 x 200 x 290

 6 x 140 x 230
9 x  80 x 290

604 x 2
12 x 250 x 530

 9 x 140 x 290
12 x 100 x 530

1204 x 2 2 x 2
9 x 300 x 440

 9 x 200 x 290
12 x 110 x 440

603 x 4 3 x 2
12 x 350 x 410

12 x 200 x 290
12 x 140 x 410

H-400x400x13x21 603 x 4 4 x 2
12 x 400 x 410

12 x 260 x 290
16 x 170 x 410

H-400x200x8x13

H-350x175x7x11

・SPLは母材と同強度とする。
・※印の継手はフランジのボルトと干渉しないように、ウェブのボルトを外側に半ピッチ

（30mm）ずらすこと。

９－４　Ｈ形梁剛接合（SN400級／F8T）

H-300x150x6.5x9 1202 x 2 2 x 2M20
9 x 150 x 290

6 x 200 x 290
9 x  60 x 290

H-700x300x13x24

H-588x300x12x20

H-600x200x11x17

H-488x300x11x18

H-500x200x10x16

H-440x300x11x18

H-450x200x9x14

H-390x300x10x16

H-340x250x9x14

H-294x200x8x12

H-244x175x7x11

H-194x150x6x9

902 x 2 3 x 1
9 x 175 x 290

6 x 260 x 170
9 x  70 x 290

903 x 2 3 x 2
9 x 200 x 410

9 x 260 x 290
9 x  80 x 410

1203 x 2
9 x 200 x 410

9 x 320 x 290
12 x  80 x 410

904 x 2
12 x 200 x 530

9 x 350 x 290
12 x  80 x 530

904 x 2 5 x 2
12 x 200 x 530

9 x 440 x 290
12 x  80 x 530

H-150x150x7x10

H-175x175x7.5x11

H-200x200x8x12

H-250x250x9x14

H-350x350x12x19

H-300x300x10x15

※602 x 2 2 x 1M20
9 x 150 x 290

6 x 140 x 230
9 x  60 x 290

602 x 2 2 x 2
9 x 175 x 290

9 x 140 x 290
9 x  70 x 290

3 x 2 3 x 1
9 x 200 x 410

 9 x 200 x 170
9 x  80 x 410

4 x 2 3 x 2
9 x 250 x 530

9 x 200 x 290
9 x 100 x 530

905 x 2 3 x 2
9 x 300 x 530

9 x 260 x 290
12 x 110 x 530

606 x 2 5 x 2
12 x 300 x 620

9 x 320 x 290
12 x 110 x 620

904 x 2
12 x 300 x 620

9 x 350 x 290
12 x 110 x 620

905 x 2
12 x 300 x 620

9 x 440 x 290
16 x 110 x 620

908 x 2 6 x 2
16 x 300 x 800

12 x 530 x 290
19 x 110 x 800

602 x 2 1 x 2
9 x 150 x 290

9 x  80 x 290
9 x  60 x 290

602 x 2 1 x 3
9 x 175 x 290

9 x  80 x 410
9 x  70 x 290

※603 x 2 2 x 2
9 x 200 x 410

6 x 140 x 350
9 x  80 x 410

604 x 2 2 x 2
9 x 250 x 530

9 x 140 x 290
9 x 100 x 530

605 x 2 3 x 2
9 x 300 x 530

9 x 200 x 290
12 x 110 x 530

603 x 4 3 x 3
12 x 350 x 410

12 x 200 x 410
12 x 140 x 410

H-400x400x13x21 604 x 4 4 x 2
12 x 400 x 530

12 x 260 x 290
16 x 170 x 530

H-400x200x8x13

H-350x175x7x11

・SPLは母材と同強度とする。
・※印の継手はフランジのボルトと干渉しないように、ウェブのボルトを外側に半ピッチ

（30mm）ずらすこと。

9

12

14・16

9

12

14・16

9

12

14・16

9

12

9

12

・フランジ幅が200のウェブ継手のボルトはM22をM20とする。

H.T.B.FPL SPL-1B 2SPL-2g1 g2Fn F mx

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4 x 2

4 x 2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

140

〃

〃

H.T.B.WPL 2SPL-3H m W n Wx

9

12

14・16

M22

〃

〃 〃

9

12

14・16

M22

〃

〃

9

12

14・16

M22

〃

〃

M22

〃

〃

9

12

14・16

M22

〃

〃

9

12

14・16

M22

〃

〃

〃

〃

〃

〃19

9

12

14・16

M22

〃

〃

〃

〃

〃

19

9

12

14・16

〃

M22

〃

〃

〃

〃

〃

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

4 x 2

4 x 2

4 x 2

2 x 2

2 x 2

2 x 2

60

60

60

60

60

60

部　　材
2SPL-3P

ウェブ

2SPL-2

フランジ

H.T.B.
nF mFx m W n Wx

SPL-1

M20

M20

M20

M20

M20

3 x 2

4 x 2

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

6 x 2

6 x 2

60

60

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

鉄骨標準図（６）
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構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名
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１０－１　梁貫通孔の制限

１０．梁貫通孔補強要領

≦1.2H

JOINT

φ≦1/4・H

スリ－ブ管付

≦1.2H

フランジ継手長さ

φ≦1/4・H

スリ－ブ管付

φ≦1/2（H-100）

ブラケット有 ブラケット無

@

H

≧50

≧0.5H

d
e

かつ かつ

≦1.0D

JOINT

φ≦1/6・D

φ≦1/4・H

≦1.0D

φ≦1/3・D

@

H

d
e

φ≦1/6・D

φ≦1/4・Hφ≦1/2・(H-100)

JOINT

D

かつ かつ

かつかつかつ

≧0.4D

１０－２　補強プレ－ト形状
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○
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○
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H φ
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○
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○

9
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9

1614 19

WPL

150 9 12

6

96

12250 9 14 16
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800
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6

6

○

9
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○

12 14 16

12
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○

9
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○ ○

9300 6 9 9 12

12350 9 12 14 16
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6
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9
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H φ
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9

12
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9

○

○ ○

○ ○

○ ○○

1614 19

WPL

9350 6 9 12

9400 12 14

12350 9 14

2PL-99400 6

9450 9 12

○印は補強不要、- 印はスリ－ブ不可とする。 ・

・中間値の梁成の補強プレ-トは小さい成と同一とする。

補強プレ-トの上下方向の中心は孔中心と合わせることを原則とし、上下位置限度までの移動

孔上下の補強プレ-ト幅が50mm以下となる場合はプレ-ト形状をＵ形とすることができる。

補強プレ-トの左右方向の中心は孔中心と合わせること。

スリ-ブ管付きの場合の補強プレ-ト形状を算出する孔径は呼び径とする。

孔径が50mm以下は補強を不要とする。

補強プレ-ト端部はウェブスプライスプレ-ト端部と50mm以上離すこと。

・

・

・

・

中間値の孔径の補強プレ-トは大きい径と同一とする。・

・

・

鉄骨材質は梁ウェブと同材質とする。・

ただし、工事監理者の承諾を受けること。・

を許容する。

孔径が異なる場合の間隔の基準となる径は両方の平均値とする。・

小梁スリ－ブの孔径と間隔は中央部と同一とする。・

中央スリ－ブの柱端側への水平方向の位置は、スリ－ブの孔が端部の範囲にかからないこと。・

PL-12は2PL-6、 PL-14,PL-16は2PL-9に変更も可とする。・

１０－３　スリ－ブ管

200

ボイド管

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ造）

φ - 267.4 x 6.0

φ - 216.3 x 4.5

φ - 165.2 x 3.8

φ - 139.8 x 3.5

φ - 114.3 x 3.5

使用鋼管（STK400）

100

200

250

150

130

スリ－ブ呼び径

φ - 457.2 x 6.4

φ - 406.4 x 6.4

φ - 355.6 x 6.4

φ - 318.5 x 6.0

使用鋼管（STK400）

450

400

300

350

スリ－ブ呼び径

・補強プレ－トの溶接は角落ちを許容する。

孔切断面にノッチが生じないよう注意すること。・

・特記で長スパン梁等での規定緩和を定めた場合は特記を優先する。ただし、規定緩和は中央

下記のスリ－ブ補強工法の使用を可とする。ただし、工事監理者の承諾を受けて使用するこ・

制震部材が取り付く梁は貫通孔を不可とする。・

と。なお、使用範囲等の規定は評定条件によること。

部に限るものとする。

１０－４　その他

F2

F2

１）鉄骨造（Ｓ造）

２）鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ造）

日立ハイリングⅡ工法（日立機材）・ＯＳリング工法（岡部）
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PL- 14
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12PL-
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16PL-

2PL-

2PL-

12PL-

12PL-

12PL-

16PL-

122PL-

142PL-

≧0.5H

≧50

≧50

中央部間隔（@）

200＜φ＜300

@=700mm de≧120mm

孔径（φ） スリ－ブ管

の有無

上下位置

限度

端部範囲

のみ

φ≦200

@≧3・φ+100

φ≧300

@≧2・φ+100

端部（1.2H）

φ≦1/4・H

（１箇所）

中央部

φ≦1/2・(H-100)

全範囲

孔径（φ） スリ－ブ管

の有無

上下位置

限度

中央部間隔

@≧3・φ de≧120mm

端部（1.0D）

φ≦1/6・Dかつφ≦1/4・H

（１箇所）
φ≦1/3・Dかつφ≦1/2・(H-100)

（@）中央部

スリーブが並列する場合は原則、補強プレートは交互の面に配置する。・

鉄骨標準図（７）

25

12250

300 12

1,300

200

150

12

12

H φ
19

WPL

PL-

PL-

PL-

PL-

500 122PL-

12

16

12

12PL-

PL-

PL-

PL-

162PL-

Sr1

Sr2

Sr1

Sr2

Sr

Sr

改良型スカラップ

１１．スカラップ工法

①スカラップ半径Sr1は35㎜とする。Sr2は10㎜とする。

②スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、

①スカラップ半径Srは35㎜とする。

　複合円は滑らかに仕上げる。

従来型スカラップ

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

鉄骨標準図(7)

-(A1)
-(A3)

S-014



凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

機械式継手標準書
NEWボルトップス（モルタル充填式継手）

評定番号
注入施工要領

可使時間
※2

練り上がり温度

簡易フロー合格値

※1

使用水量

60分

5℃～40℃

2.6(kg)～3.0(kg)

180(mm)～280(mm)

　　基準内であればその限りでない。

　　10℃～40℃の範囲を確保するものとする。
※１ 外気温が5℃未満の場合には、

トーテツモルタル管理項目

圧縮強度 80N/mm

※２ 60分経過後、再撹拌を行いフロー値が

機械式継手仕様

継手の使用位置

B

▽nFL

▽2FL

：一般的に降伏ヒンジ

　が想定される材端域

　を示す。

※材端域で継手を使用する

　認が必要。

　場合は、構造設計者に確

：材端域を示す。

継手注入作業資格者

隣り合う継手の位置

全数(同列)継手で施工してよいものとする。

a：鉄筋中心間隔はJASS5の呼び名の1.5倍＋最外径以上。

鉄筋の間隔

b：継手と継手のあきは粗骨材の最大寸法の1.25倍以上、
   かつ25mm以上。

継手部のせん断補強筋

　継手部のせん断補強筋のサイズを下げても、

枚数を増やすことによって

D13

形状

適用サイズ

適用鋼種

適用鉄筋

寸法表

施工前の確認検査項目

スリーブの取付け

鉛直方向で使用する場合 水平方向で使用する場合

注入口

確認口

　注入口を下側にして 　注入口・確認口の傾きを

挿入長さ

鉄筋最小

(L1)
ボルト位置

鉄筋固定

固定ボルト

注入口 φ26

a

L1 L1
L

40mm

固定用ボルト

最大間隔
※1

※1

　　このときのスリーブ中央部の間隔については、サイズ毎の違いはない。

※2 適用鉄筋の　　は標準使用鉄筋サイズを表す。

※1 鉄筋最小挿入長さ(L1)は、スリーブ中央部に40mmの最大間隔を開けた状態での挿入長さとする。

最小鉄筋芯距離

継手部のせん断補強筋をD10、

躯体面からのかぶり厚さを40mm

とした時の最小鉄筋芯距離を

右表に示す。

#6 #7 #8

69 7066.5 72 75a (SD490以下)

呼び名

２

１

施工管理項目

両端が入っている事を確認する。

鉄筋のマーキング範囲内にスリーブ

スリーブの排出口から、モルタルが

溢れ出ている事を確認する。

※鉄筋突合せ間隔　0～40mm　

ｽﾘｰﾌﾞの

呼び名
適用鉄筋

※2

SD490以下

全長

(L)
挿入口径

鉄　筋

(φ2)

外径

(φ1)
確認口位置

ﾓﾙﾀﾙ注入口

(a) (b)

bb

a'

(a')

排出口φ6

D13～D51

日本建築センターＡ級　BCJ評定-RC0420-04

SD490以下

①かん合長さ検査

②モルタル注入完了検査

SD295～SD490（D13～D51）

確認口位置

ﾓﾙﾀﾙ排出口

JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼

単位(㎜)

D

40 11

130

150

170

195

215

240

73

76

79

82

86

#9

#10

#11

#12

#13/14

#8

D41

D38

D35

D32

D29D25,

D25,

D29,

D32,

D35,

D22,

D25D19, D22,

D29,

D32,

D35,

D38,

380

340

430

470

520

300 34

38

41

44

48

52

51

56

66

70

26.5

30

30

30

30

30

6.5

#7

#6

#16 D51D38, D41, 640

D22D19,

D19

290

260 38

42

48

61

86

27

30

62

26.5

26.5

30

6

6

8.5

9.5

10

10

10

10

69.5

71

91

111

110

125

300

#5#4

#10

81.5

#13/14

84

#11

86

c'

c

位置

ストッパー

幅
(c) (c')

130130

145

150

170

190

215

235

260

320

10

10

10

10

10

10

10

10

10

a (SD490以下)

呼び名

79

#4～16:M10

　スリーブをセットする。 　±45℃以内にしてセットする。

必要せん断補強筋量を満たす。

D

D

D

B

B

B

B

▽1FL

D13 D10 D13

    また適応鋼種はSD295A、SD345、SD390及びSD490とする。

2

8554#5 D16D13, 210 23 26.5 636 105 10

7051#4 D13 180 19 26.5 631 90 10

D13, D16,

D16,

#9

76.5

#16#13/14

94

※継手部の温度が60℃を超える恐れのある場合は、注入前に温度計により継手の

工事管理者は、下記の確認・検査を行うものとする。

①接合する鉄筋の鋼種と呼び名及び取り付け数量が設計図書と合致していること。

②スリーブのサイズ、及び取り付け数量が設計図書と合致していること。

③スリーブ内に挿入する鉄筋表面に油などの有害な付着が無いこと。

②スリーブ端部に鉄筋マーキングが掛かっていること（鉄筋挿入長さの確保）

③スリーブ両端のシール材が確実にセットされ、注入したトーテツモルタルが

①接合する鉄筋のスリーブ内への挿入長さが確保されていること。（寸法表を参照）

④鉛直施工及び水平施工の場合、排出口が上に向いていること。

⑤スリーブのシール材が正確にセットされていること。

⑥静置養生出来ない場合、スリーブ及び鉄筋が確実にボルトにより 固定されていること。

  流出する恐れの無いこと。

  （鉛直施工時のみ、排出口側のゴムシールを取外して施工することも可能）

継手工事作業責任者は、下記の確認・検査を行うものとする。

  温度を測定する。

  また、外気温が0℃を下回る恐れのある場合は、保温養生を行い

  養生時確認検査報告書を工事管理者に報告する。

鉄筋機械式継手　標準図（１）

-(A1)
-(A3)

S-014A



凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

鉄筋機械式継手　標準図（２）

-(A1)
-(A3)

S-014B



凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

ハイベースNEO工法設計施工標準図

-(A1)
-(A3)

S-014C
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凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

デッキプレート　 設計・施工標準図
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調 査 位 置 図

No.2
GH=KBM+1.33m
Dep=19.40m

No.1
GH=KBM+0.78m
Dep=21.00m

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

ボーリング柱状図

調 査 名 地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所地盤調査業務

事業・工事名

ボーリング名 No.1 調査位置 青森県黒石市大字牡丹平字福民地内 北 緯

発注機関 (地独)青森県産業技術センター農林総合研究所 令和 6年9月2日 ～ 6年9月6日 経140°36’56.6886”

調査業者名
有限会社 みちのくボーリング

主任技師 高橋 真
現 場
代理人

高橋 真
コ ア
鑑 定 者

高橋 真
ボｰリング
責任者

高橋 晃

孔口標高 KBM
+0.78m

角

度

180°

0°

上 90°
下

0°

方

向

0°
90°

180°

270°
北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試錐機 東邦D0-C型
ハンマー
落下用具

半自動落下

総掘進長  21.00m エンジン ヤンマーNFD10 ポンプ 東邦BG-3型

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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14

15

16
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19

20

21

標

高

(m)

  0.28
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-17.82
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層

厚

(m)

  0.50

13.75

  1.75

  2.60

  2.40

深

度

(m)

0.50

14.25

16.00

18.60

21.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂質シルトからなる。
所々にφ5～10mmの亜円礫～亜角礫
および植物根が混入する。
全体に砂分が不均質に多く混入す
る。

表

土

黒褐
～暗
褐

砂の粒子は不均一であり細砂～中砂
～粗砂からなる。
含水量は少ない～中位。
所々にφ2～40mmの亜円礫～亜角礫
およびφ1mm前後の軽石が混入する。
深度0.50～1.00mにはシルト分が不
均質にやや多く混入する。
深度0.50～2.50mはφ20～40mmの礫
の混入が目立つ。
深度10.70m付近にはφ100mm程の玉
石が混入する。
深度12.00～12.50mは礫の混入が非
常に少なく細砂～中砂状を呈する。
深度14.00～14.25mは粗砂主体で礫
の混入がやや多く砂礫状を呈する。

礫
混

じ
り

砂

褐

灰

褐

褐
灰

中

ぐ

ら

い

密

な

微細な火山灰質砂(細砂)からなり全
体にφ2～30mmの軽石が多く混入す
る。
含水量は多い。

軽
石

質

砂

灰

褐

褐
灰

中

ぐ

ら

い

微細な火山灰質砂(細砂)からなり所
々にφ2～5mmの軽石およびφ5～15m
mの亜円礫～亜角礫が混入する。
含水量は中位～多い。
深度17.00～17.35mには暗褐色の腐
植物片および細粒分が不均質に混入
する。

火

山

灰

質

砂

灰

褐

褐
灰

密

な

礫はφ5～50mmの亜円礫～亜角礫か
らなる。
砂は火山灰質砂(細砂)からなる。
全体に細粒分が不均質に混入する。
含水量は多い。

砂
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灰
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水
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ボーリング柱状図

調 査 名 地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所地盤調査業務

事業・工事名

ボーリング名 No.2 調査位置 青森県黒石市大字牡丹平字福民地内

調査業者名
有限会社 みちのくボーリング

主任技師 高橋 真
現 場
代理人

高橋 真
コ ア
鑑定者

高橋 真
ボｰリング
責任者

高橋 晃

孔口標高 KBM
+1.33m

角

度

180°

0°

上 90°
下

0°

方

向

0°
90°

180°

270°
北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試錐機 東邦D0-C型
ハンマー
落下用具

半自動落下

総掘進長  19.40m エンジン ヤンマーNFD10 ポンプ 東邦BG-3型

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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14
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17

18

19
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標

高
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  1.03
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柱
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図
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分

色
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密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂質シルトからなる。
所々にφ2～15mmの亜円礫～亜角礫
および植物根が混入する。
全体に砂分が不均質に多く混入す
る。

表

土

黒褐
～暗
褐

砂の粒子は不均一であり細砂～中砂
～粗砂からなる。
含水量は少ない～中位。
所々にφ2～50mmの亜円礫～亜角礫
およびφ1～5mmの軽石が混入する。
全体的にφ20～40mmの礫の混入が目
立ち部分的に砂礫状を呈する。
深度0.30～1.00mにはシルト分が不
均質にやや多く混入する。
深度12.00～12.50mは礫の混入が少
なく細砂～中砂状を呈する。
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砂

暗
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褐
灰

中

ぐ

ら

い

密

な

微細な火山灰質砂(細砂)からなり全
体にφ2～40mmの軽石が多く混入す
る。
含水量は多い。
深度16.00～16.25mには細粒分が不
均質に混入する。

軽
石

質

砂

灰

褐

褐

灰

中

ぐ

ら

い

微細な火山灰質砂(細砂)からなり所
々にφ2～5mmの軽石およびφ2～10m
mの亜円礫～亜角礫が混入する。
含水量は中位～多い。
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灰

褐

褐
灰

密

な

礫はφ5～40mmの亜円礫～亜角礫か
らなる。
砂は火山灰質砂(細砂)からなる。
全体に細粒分が不均質に混入する。
含水量は多い。
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試 験 名

および結果

孔内水平載荷試験
E=9.08E+03kN/m2

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

掘

進

月

日

9
10

9
11

9
12

基礎下端 基礎下端

調査期間 東

40°38’14.5248”

北 緯

発注機関 (地独)青森県産業技術センター農林総合研究所 令和 6年9月10日 ～ 6年9月12日 経 140°36’58.4346”調査期間 東

40°38’14.2620”

ボーリング柱状図（１）
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凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

ボーリング柱状図

調 査 名 地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所地盤調査業務

事業・工事名

ボーリング名 No.3 調査位置 青森県黒石市大字牡丹平字福民地内

調査業者名
有限会社 みちのくボーリング

主任技師 高橋 真
現 場
代理人

高橋 真
コ ア
鑑定者

高橋 真
ボｰリング
責任者

高橋 晃

孔口標高 KBM
+0.78m

角

度

180°
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上 90°
下

0°

方

向
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180°

270°
北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試錐機 東邦D0-C型
ハンマー
落下用具

半自動落下

総掘進長  19.05m エンジン ヤンマーNFD10 ポンプ 東邦BG-3型

ボーリングNo
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尺
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図
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分

色

調
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対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混じり砂質シルトからなる。
所々にφ2～10mmの亜円礫～亜角礫
および植物根が混入する。
全体に砂分が不均質に多く混入す
る。

表

土

黒褐
～暗
褐

砂の粒子は不均一であり細砂～中砂
～粗砂からなる。
含水量は少ない～中位。
所々にφ2～50mmの亜円礫～亜角礫
およびφ1～5mmの軽石が混入する。
深度0.30～1.00mにはシルト分が不
均質にやや多く混入する。
深度0.30～10.00mはφ20～40mmの礫
の混入が目立つ。
深度10.00m付近と深度10.90m付近に
はφ100mm程の玉石が混入する。
深度11.00～13.00mは礫の混入が少
なく細砂～中砂状を呈する。
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褐

灰

中

ぐ

ら

い

微細な火山灰質砂(細砂)からなり全
体にφ2～30mmの軽石が多く混入す
る。
含水量は多い。
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灰

中

ぐ

ら

い

微細な火山灰質砂(細砂)からなり所
々にφ2～5mmの軽石およびφ2～30m
mの亜円礫～亜角礫が混入する。
含水量は中位～多い。
深度17.00～17.50mには細粒分が不
均質にやや多く混入する。
深度17.50m以深の掘削時には逸水を
確認。
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らなる。
砂は火山灰質砂(細砂)からなる。
全体に細粒分が不均質に混入する。
含水量は中位～多い。
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調 査 名 地方独立行政法人青森県産業技術センターりんご研究所地盤調査業務

事業・工事名

ボーリング名 No.4 調査位置 青森県黒石市大字牡丹平字福民地内

調査業者名
有限会社 みちのくボーリング

主任技師 高橋 真
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代理人 高橋 真
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礫混じり砂質シルトからなる。
所々にφ2～10mmの亜円礫～亜角礫
および植物根が混入する。
全体に砂分が不均質に多く混入す
る。
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所々にφ2～40mmの亜円礫～亜角礫
およびφ1～5mmの軽石が混入する。
深度0.50～1.00mにはシルト分が不
均質にやや多く混入する。
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0mはφ20～40mmの礫の混入が目立
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0mは礫の混入が非常に多く砂礫状を
呈する。
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縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

特記外は下記による

研究所棟 基礎伏図 S=1/200

・基礎下端レベル:1FL-2150
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・スラブは捨てコンピット(t=100、Fc=15N/mm2、

基礎伏図

S-018

1/200(A1)
1/400(A3)

・         は人通孔を示す。

・         は釜場を示す。

・スラブ天端レベル 1FL-2100

1FL-1250

・地盤長期許容支持力度：200kN/㎡ 

Y

X

特記外は下記による

・基礎下端レベル  :1FL-2150

・      印は埋戻しを示す。

・基礎芯＝柱芯とする。

・地盤長期許容支持力度：200kN/㎡ 

・スラブは捨てコンピット(t=100、Fc=15N/mm2、

貯蔵施設棟 基礎伏図 S=1/200
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・         はボーリング調査位置を示す。
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・<   >内は研究所棟1FLからの基礎下端レベルを示す。 

梁側フカシ

・         は平板載荷試験位置を示す。

・      は平板載荷試験位置を示す。

  ワイヤーメッシュφ6×100×100)とする。

  ワイヤーメッシュφ6×100×100)とする。

・スラブ天端レベルは1FL-2100とする。

柱側フカシ

柱側フカシ

・      印は釜場を示す。

・      印は人通孔を示す。
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縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

1階伏図

S-019

特記外は下記による

・小梁  B1

・スラブ  S1

研究所棟 1階伏図 S=1/200

・点線は上階の柱位置を示す。
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・         は設備基礎を示す。

・         は点検口を示す。
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・スラブ  aS1

・小梁  aB1

特記外は下記による

・腰壁 W15(t=150mm,D10@200チドリ)

・基礎梁天端レベル:1FL-400

貯蔵施設棟 1階伏図 S=1/200
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・スラブ・小梁天端レベル 1FL-10
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・スラブ主筋方向は　方向(X方向)とする。
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・スラブ主筋方向は　方向(Y方向)とする。
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縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
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・     印は、梁継手位置を示す。
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(計算書：1-Z 通り)

(計算書：2-N 通り)

(計算書：2-L 通り) (計算書：1-K 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（１）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-023



1-G 通り

R-G 通り
    　　　軸組図

2-J 通り軸組図

2-H 通り軸組図
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・      印は打増を示す。
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・B.PL下端:1FL-350

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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・     印は、梁継手位置を示す。
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(計算書：なし)

(計算書：2-J 通り)

(計算書：2-H 通り)

(計算書：1-G通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（２）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-024



1-C 通り

R-C 通り
    　　　軸組図

2-F 通り軸組図
X3 通り軸組図

X2 通り軸組図
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・      印は打増を示す。

F5 F5 F5 F5 F5

SG48

1
6
0

1
6
0

1
6
0

1
6
0

・B.PL下端:1FL-350

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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・     印は、梁継手位置を示す。
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(計算書：2-F 通り)
(計算書：1-E 通り)

(計算書：2-D通り)

(計算書：1-C 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（３）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-025



1-あ～1-に 通り 

2-い～2-く 通り軸組図

R-あ～R-こ 通り  

1-g～1-a 通り

2-i～2-b 通り軸組図

R-g～R-a 通り

2-B 通り軸組図 X1 通り軸組図
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・B.PL下端:1FL-350

・     印は、スリットを示す。

・      印は打増を示す。

・      印はW18を示す。

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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(計算書：なし) (計算書：2-B 通り)

(計算書：1-a 通り) (計算書：1-あ 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（４）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-026
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・B.PL下端:1FL-350

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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(計算書：1-こ 通り)

(計算書：2-し 通り)

(計算書：2-た 通り)

(計算書：1-つ、2-と 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（５）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-027
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B・C 通り軸組図
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特記外は下記による

・B.PL下端:1FL-350

・     印は、スリットを示す。

・      印は打増を示す。

・      印はW18を示す。

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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(計算書：1-に、1-の 通り)
(計算書：Y3+、Y3- 通り)

(計算書：1-ん 通り)

(計算書：Y3 通り)

SB40

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　軸組図（６）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-028
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・      印はW18を示す。

研究所棟　A通り西面展開図

研究所棟　A通り北面展開図

特記外は下記による
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No.19

東面展開図参照

東面展開図参照

西面展開図参照

西面展開図参照

No.28

No.5

・     印は、スリットを示す。

・      印は打増を示す。

・      印は展開図矢視方向を示す。

特記外は下記による

南面展開図参照

南面展開図参照

北面展開図参照

北面展開図参照

No.27
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(計算書：1-ん 通り)

(計算書：1-a 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　A通り展開図（１）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-029
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研究所棟　A通り南面展開図

研究所棟　A通り東面展開図
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・      印は展開図矢視方向を示す。

特記外は下記による

・      印はW18を示す。

特記外は下記による

・     印は、スリットを示す。

・      印は打増を示す。

西面展開図参照
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南面展開図参照

南面展開図参照

北面展開図参照

北面展開図参照

(計算書：1-あ 通り)

(計算書：1-Z 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　A通り展開図（２）

1/200(A1)
1/400(A3)

S-030
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研究所棟　B通り展開図

研究所棟　C通り展開図

特記外は下記による

・B.PL下端:1FL-350

・      印はW18を示す。

・RFL鉄骨梁上端レベルは伏図による。
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・      印は展開図矢視方向を示す。

特記外は下記による

SC2

(計算書：1-に 通り)

(計算書：1-の 通り)

凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　B通り展開図・C通り展開図

1/200(A1)
1/400(A3)

S-031



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

FG32 FG32 FG34 FG34 FG31

SG39 SG40 SG40 SG40 SG39 SCG39

・      印は打増を示す。

特記外は下記による

・柱符号は上階に倣う。
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S=1/200X11 通り軸組図 S=1/200X12 通り軸組図

S=1/200Y11 通り軸組図 S=1/200Y12,Y13通り軸組図 S=1/200Y14 通り軸組図

S=1/200Y15 通り軸組図 S=1/200Y16 通り軸組図 S=1/200Y17 通り軸組図

・      印は腰壁(W15)を示す。
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貯蔵施設棟 軸組図
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凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010



基礎断面表 S=1/50
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研究所棟 基礎断面表

1/50(A1)
1/100(A3)

S-033

X

Y

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010
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研究所棟 基礎梁断面表

1/40(A1)
1/80(A3)

S-034

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

共　通　事　項

上端筋

D

三段筋

下端筋

敷き砂利(t=60)
捨てコンクリート(t=50)

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋
三段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：10－D13

1. スターラップ：

B
特記なき限り下記による

腹　筋

一段筋
二段筋

基礎梁断面表 S=1/40

位　置

下端筋
一段筋

腹  筋

スターラップ

備  考

二段筋

二段筋

上端筋
一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

-D13-@200

1FL

FG1

全断面

600×1400

5-D25

5-D25
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6-D13

-

-

5.二段筋受け要領

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

FGn

Ld

6.カットオフ長さ（Ld）

Ld

LdLd

（特記なき場合は標準図による）

符　号
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全断面
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5-D25

D13-□-200 

10-D13

-

-

2
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全断面

600×1800

5-D25

5-D25

D13-　-200 

10-D13

3-D25

3-D25

2
0
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全断面

600×1400

5-D25

5-D25

D13-□-200 

6-D13

2-D25

1-D25

6
0
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全断面

700×1600

4-D25

5-D25

D13-□-100 

8-D13

4-D25

-

4
0
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位　置

下端筋
一段筋

腹  筋

スターラップ

備  考

二段筋

二段筋

上端筋
一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

1FL

符　号 FG4

全断面

600×1800

5-D25

5-D25

D13-□-200 

10-D13

5-D25

5-D25

2
0
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全断面

700×1800

6-D25

6-D25

D13-  -200 

10-D13

6-D25

6-D25

2
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全断面

700×1600

4-D25

5-D25

D13-□-100 

8-D13

1-D25

1-D25

4
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全断面
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4-D25

4-D25

D13-□-200 

10-D13

-
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2
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4.鉄筋位置

1FL

A通り

D25主筋径

80上dt

80下dt

B通り

D25

80

80

その他

D25

80

140

その他

D25

110

110

C通り
X方向 Y方向

X方向(上)

Y方向(下)

Y方向(下)

X方向(上)

X方向(上)

Y方向(下)

X方向(上)

Y方向(下)

6
0
0

Y

XY方向梁

X方向梁

Y方向梁

X方向梁

A通り

C通り

B通り

基礎梁キープラン

1-D16補強筋

FG1D

全断面

800×1600

4-D25

5-D25

D13-□-100 

8-D13

4-D25

-

4
0
01-D16補強筋 1-D16補強筋

位　置

下端筋
一段筋

腹  筋

スターラップ

備  考

二段筋

二段筋

上端筋
一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

1FL

符　号

FG2B

全断面

600×1800

5-D25

5-D25

D13-□-100 

10-D13

-
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研究所棟 RC大梁・RC小梁・基礎小梁断面表

1/40(A1)
1/80(A3)

S-035

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

RC大梁断面表 S=1/40

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号

RC小梁断面表

B1

全断面

300x600

3-D19

3-D19

-

-

2-D13

□-D10@200

S=1:40

B2

全断面

400x700

3-D22

3-D22

1-D22

-

2-D13

□-D13@200

B4

400x700

2-D13

□-D13@200

B5

400x700

2-D13

□-D13@200

3-D22

3-D22

2-D22

-

3-D22

3-D22

-

2-D22

RFL

階 符 号

位 置

G1

断 面

B × D

スターラップ

腹　筋

備 考

下端筋

上端筋
二段筋

二段筋

一段筋

一段筋

全断面

450×800

2-D22

2-D22

1-D22

2-D22

-D13-@200

2-D13

G1A

全断面

2-D22

1-D22

2-D22

2-D22

-D13-@200

2-D13

450x800

端　部 中　央

上端筋

D

下端筋

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：8－D10

1. スターラップ：D13－   －＠200

B

特記なき限り下記による

一段筋
二段筋

共　通　事　項

腹　筋

 RC梁 

B1A

全断面

300x600

2-D13

□-D10@200

3-D19

3-D19

2-D19

2-D19

3-D22

3-D22

2-D22

-

3-D22

3-D22

-

1-D22

端　部 中　央

B3

400x700

2-D13

□-D13@200

3-D22

3-D22

1-D22

-

3-D22

3-D22

-

1-D22

端　部 中　央

基礎小梁断面表 S=1:40

FB1

全断面

300x1800

3-D19

3-D19

-

-

10-D13

□-D13@200

FB3

端　部

400x1800

4-D22

4-D22

-

-

10-D13

□-D13@200

中　央

4-D22

4-D22

-

4-D22

FB4

端　部

4-D22

4-D22

2-D22

-

10-D13

□-D13@200

中　央

4-D22

4-D22

-

1-D22

FB5

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号 FB2

全断面

400x1800

4-D22

4-D22

-

-

10-D13

□-D13@200

400x1800

端　部 中　央

4-D25

4-D25

2-D25

-

10-D13

□-D13@200

4-D25

4-D25

-

4-D25

400x1750

B6

450x900

2-D13

□-D13@200

4-D22

4-D22

-

-

4-D22

4-D22

-

3-D22

端　部 中　央



床スラブ断面表

スラブ厚符　号 短辺方向（主力筋） 長辺方向（配力筋） 備　考位　置

特記なき限り下記による 壁リスト

符　号

鉛直断面

特記なき限り下記による

配　筋
横　筋

縦　筋

縦　筋

横　筋

斜　筋

端部補強筋

備　考

開口

補強筋

上端筋

下端筋
S1 150

D10D13-@200

D10-@200

D13-@200

D10D13-@200

上端筋

下端筋
FS1 250

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

W18

D10D13-@200 (ダブル)

D10D13-@200 (ダブル)

サポートの使用　許容スパンを超えるものはサポートを使用する

床型枠用鋼製デッキプレート

床型枠用鋼製デッキプレートは、建設技術評価制度による評価を取得たもの又は

同等品とし「床型枠用鋼製デッキプレート　設計・施工標準」に準拠し施工する。

1．幅止筋：D10-@1000×1000

EVり上げ用フック配筋図

異形鉄筋の場合

補強筋

スラブ筋

丸鋼の場合

D2222φ

180°フック

D16

増し打ちコンクリート

L1 L1

1
5
0

5
0

1
5
0

100

100

スラブ・壁受け要領

* スラブに壁が取り付く場合

壁

スラブスラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋 3-D16

スラブ補強筋は，梁にL2定着とする．

（ダブル配筋）

（シングル配筋） 横補強筋

縦補強筋
（ダブル配筋）

斜補強筋

開口補強ヨコ筋
開口補強
タテ筋

型配筋
（壁筋と同径、同ピッチ）
*EW,壁厚200以上の壁のみ

ダブル配筋

40d

40
d

40
d

4
0
d

4
0
d

35d

40d

1. CS符号、ピット及び1階床スラブは在来型枠とする

上端筋

下端筋
S2 150

D13-@200

D10D13-@200

D13-@200

D13-@200

上端筋

下端筋
S3 150

D10D13-@200D10D13-@200

上端筋

下端筋
S4 250

D19-@150

D19-@150

D19-@150

D19-@150

-

スリット壁に直交する間仕切壁は鉛直スリットを設ける

ラーメン外の壁

１）開口が700mm以下の場合

開口 ≦ 150 150 < 開口 ≦　300 300 < 開口 ≦　700

かぶり30以上

φ

1
6以下16

以
下

φ

1
6以上

添え筋 L
1

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

L
1

L1

L1

L1

L
1

L1 L1

L
1

L1

L1

n
X

nY

(nY／2)本

(nX／2)本

(nX／2)本

(nY／2)本

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

開口が150mm以下でも、鉄筋の折曲げ角度1／6を超える場合は、切り替えて添え筋をする。・

片持スラブに300mmを超えて700mm以下の開口がある場合は、梁に直交する補強筋を梁内に定着する。・

開口部が梁又は壁に接する場合は、接する側の補強を省略することができる。・

斜め筋はシングル配筋とし、上下筋の内側に配筋する。・

かぶり30以上

柱廻りも斜め筋は配筋する。・

開口部から設計かぶりを確保する。・

L1

スラブ開口補強要領

２）小開口が連続する場合

L
1

L
1

L1
L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

外接する長方形の最大寸法により、補強を・

開口間には2-D13を入れる。・

行う。

開口間のあきは、原則として100mm以上とする。・

700mmを超えるスラブ開口は不可とする。やむを得ず設ける必要がある場合は、監督職員と協議し・

小梁追加等、適切な開口補強を施す。

2. 1階スラブ、PS、DS、片持ちスラブを除くスラブ型枠については、設備工事等関連工事に支障がないことを確認したうえで
   使用材料、使用箇所、デッキ計算書を監督員に提出し、承諾を受けることで床型枠用鋼製デッキの使用を可とする。

片持ちスラブの補強筋は、元端の梁面から定着長さを確保する。・

2-D13

2-D13

2-D13

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

D13-@200 D13-@200

研究所棟 スラブ・壁断面表

1/40(A1)
1/80(A3)

S-036

W25

D19-@150 (ダブル)

D13-@200 (ダブル)

4-D16

2-D13

2-D13

2-D13

L
1

L
1 外周鉄骨梁(SB40)

上端筋
D13@200

2FL

L
1

L
2

外周RC梁(G1)

上端筋
D13@200

RFL

外周部スラブ筋の補強

W20

-

2-D13

2-D13

2-D13

D13-@150 (ダブル)

D10-@200 (ダブル)

開口補強要領

鉛直スリット

柱
既製品スリット

壁接続筋D13-@400(防錆処理)

25d 25d

※2

※2  25mm以上

※3  アンカ-筋の防錆処理は、防錆塗装（2回塗り）とする

構造スリット詳細図

※4  スリット材は耐火性を有し、かっ外壁
については防水性を有する事(意匠図による)

B

A

B

A

A

B

A

B

グラウト注入 

壁コーナー筋
2-D13

▽1FL

▽2FL

▽RFL

壁
接
続
筋
 
2
-D
1
3@
20
0

壁
接
続
筋
 
2
-D
1
3@
20
0

□
-
D
10
@
10
0

柱
H
O
OP
 
□
-
D1
0
@ 1
0
0

C1a,C1Aa

C1a,C1Aa

※1

※1

※1

グラウト注入 

※1

※1 コンクリート打設口およびコンクリート打継ライン

グラウト注入 

グラウト注入 

    壁コンクリートの品質確保のため、コンクリート性状、打設条件、壁開口条件を加味して 
    コンクリート打設口、漏斗、打継ラインを検討し、施工計画書に明記の上、監督職員の承諾を得ること。

    

※1

※1

※1

※1

壁配筋要領

壁コーナー筋

2-D13

PcaPc柱

A 部

壁ヨコ筋

・PcaPc柱側への差し筋(※6)を折り曲げ壁ヨコ筋と40d

　重ね継手により接続させる

(スリット部) 

・PcaPc柱側への差し筋(※6)を折り曲げ、壁へ25d定着させる 

(一段部)

壁コーナー筋
2-D13

B 部

壁ヨコ筋

PcaPc柱

・PcaPc柱側への差し筋(※6)を折り曲げ壁ヨコ筋と片面10d

　フレア溶接により接続させる

(スリット部) 

・PcaPc柱側への差し筋(※6)を折り曲げ、壁へ10d定着させる 

(一段部)

壁接続筋要領

※5  PCaPC柱とスリット、PCaPC柱と壁、それぞれの接続面には、

     止水テープ等の止水材を設けること。また表面には目地を設け、

     シールを施すこと（シールの仕様は意匠図による）。

     さらに壁コンクリート打設時にはPCaPC柱との接続部に

     施工計画書に明記の上、監督職員の承諾を得ること。

※5
※5

     ノロ止め対策を施すこと。以上の内容を検討し、

※6  壁接続筋のPCaPC柱側への差し筋は、機械式打継継手とする。



研究所棟　鉄骨部材断面表(1)

S-037

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

鉄骨柱断面表 S=1/40
1. 鉄骨材質: BCR295

特記なき限り下記による

符号

全階

詳細図

柱

脚

B×D

主筋

帯筋

備考

基

礎

柱

断面図

1/40(A1)
1/80(A3)

SC1

□-300x300x16

800x800

20-D19

D13-   -@100

SC2A

□-300x300x25

1000x800

20-D19

D13-   -@100

4-M20(SNR400B)L=600
50

500

△基礎天端

200 200 50

BPL-36x500x500(SN490C)

無収縮モルタルt=50

1FL

1000x800

20-D19

D13-   -@100

SC2

□-300x300x16

S-046図による S-046図による

SG70 SC1

PL-16

PL-16

HTB 6x2-M22

HTB 6x2-M22
PL-12
HTB 4x2-M20

PL-12
HTB 4x2-M20

X8/Y5納り詳細図 S=1/20

補強筋　各1-D13（L=1200)

鉄骨柱廻りスラブ補強要領

鉄骨材質：BSH325(カクホット)

SC2B

□-300x300x25

900x800

20-D19

D13-   -@100

S-046図による

鉄骨材質：BSH325(カクホット)

SC3

□-300x300x25

800x800

20-D19

D13-   -@100

鉄骨材質：BSH325(カクホット)

4-M24(SNR400B)L=720
50

530

△基礎天端

215 215 50

BPL-40x530x530(SN490C)

無収縮モルタルt=50

1FL

2. BSH325(カクホット)で見えがかりとなる部分は溶接四面ボックスに変更可 3. 2より溶接四面ボックスとする場合、接合金物との溶接面は平滑仕上げとすること 



研究所棟　鉄骨部材断面表(2)

S-037A

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

1/40(A1)
1/80(A3)

鉄骨部材断面表

断　面 PL-(2)G.PL接合タイプ符　号

特記なき限り下記による

2. HTB:高力ボルトF10T又はS10T

HTB(N×m) P1 P2

S=1/40

H-300×150×6.5x9SB30

H-350×175×7x11SB35

A PL-9 3x1-M16 60

A PL-9 3x1-M20 60

A PL-9 4x1-M20 60H-400x200x 8x13SB40

A PL-9 4x1-M22 60H-390x300x10x16SB39

A PL-9 5x1-M20 60H-450x200x 9x14SB45

A PL-12 5x1-M22 60H-488x300x11x18SB48

A PL-9 5x1-M20 60H-500x200x10x16SB50

A PL-12 6x2-M22 90H -700x300x13x24SB70

備　考

1．鉄骨材質:無印はSS400  

              印はSN490B  

3. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

- PL-9 5-M20 60L-90x90x10HV2 (ターンバックル付,JIS規格品)

PL-6 2x2-M20 60〇-101.6×5.7SP1 材質:STKR40060

-

-

-

-

-

-

-

60

-

共通事項

A TYPE

EE
10

@
P
1

E4
0

接合タイプ

E4
0

G.PL

Rib.PL

P2

m

N

特記なき限り下記による

E=40

Rib.PLはG.PLと同厚・同材質とする。

B TYPE

EE
10

@
P
1

E4
0

E4
0

G.PL

Rib.PL

P2

N

SG48

SG40

SG58A

SG60

SG70

SG80

SG90

H-488x300x11x18

H-400x200x8x13

H -588x300x12x20

H -600x200x11x17

H -700x300x13x24

H -800x300x14x26

H -900x300x16x28

A

A

A

A

A

A

A

PL-9 4x1-M20 60

PL-12 4x2-M20 90

PL-12 5x2-M22

PL-12 5x1-M20

PL-16 6x2-M22

PL-16 6x2-M22

PL-16 7x2-M22

断　面 PL-(2)G.PL接合タイプ符　号 HTB(N×m) P1 P2 備　考

SG30W H -300x300x10x15 A PL-12 3x2-M20

ただしスラブ付きでない梁、エレベ－タ－セパレ－タ－ビ－ム、

階の中間にある階段受けビ－ムは、不要とする。

（スラブの取り付く部分のみ取りつけ）

頭付きスタッド:19φ@200(H=100)

350<B≦400

125 150

200<B≦350

1
0
0

B≦200

SG58 H-588x300x12x20 A PL-12 5x2-M20

-

60

90 60

90 60

SG58B H -588x300x12x20 B PL-19 5x2-M22 90 60

60 -

90 60

90 60

90 60

60 60

SG90A HY -900x350x19x36 A PL-22 10x2-M22 60 60

SG48h

H-488x300x11x18

B PL-28 4x2-M20 60 602PL-16

SG58h

H-588x300x12x20

B PL-28 5x2-M20 60 602PL-16

SG58Ah

H -588x300x12x20

B PL-28 5x2-M22 60 602PL-16

SG70h

H -700x300x13x24

B PL-28 5x2-M22 60 602PL-16

SG90h

H -900～550x300x16x28 B PL-28 5x2-M22 60 602PL-16

H -900x300x16x28

Pca柱端

その他端 A PL-16 7x2-M22 90 60

A PL-16 6x2-M22 90 60

H -700～550x300x13x24Pca柱端

その他端

A PL-12 5x2-M22 90 60

Pca柱端

その他端

A PL-12 5x2-M20 90 60

Pca柱端

その他端

Pca柱端

その他端 A PL-12 4x2-M20 90 60

SG70d H -700～300x300x13x24 A PL-19 3x2-M22 60 60

SG58d H-588～300x300x12x20 A PL-19 3x2-M20 60 60

SG50d H-500～300x200x10x16 A PL-12 3x2-M20 60 60

H-488x300x11x18

H -588x300x12x20

H-588x300x12x20

SG40d H-400～300x200x8x13 A PL-9 4x1-M20 60 -

鉄骨梁廻りスラブ補強要領

L
2

L
2

D13-@200(上端のみ)

S梁

S-036図に示す、「外周部スラブ補強」と重複する場合は省略可とする。

A PL-12 4x1-M22 60H-440x300x11x18SB44 -

ハンチ要領

PL-(A)

PL-(A)

PL-(A)は梁ウェブと同厚・同材質とする

SG60h

H -600x200x11x17

B PL-28 5x2-M20 60 602PL-16

A PL-12 5x1-M20 90 -

H -600x200x11x17Pca柱端

その他端

-

A PL-12 7x2-M22 90H-800x300x14x26SB80 60

PL-6 2-M20 60H-150x150x7x10SP15 --

2PL-12



基礎断面表 S=1/50

F21

D13-@200

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 11-D13

下
端

筋
 
1
1
-
D
1
3

上端筋 D13@200

11-D13

1FL

F22

F24

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

上端筋 D13@200

下端筋 21-D19

下
端

筋
 
2
1
-
D
1
9

21-D19

貯蔵施設棟 基礎断面表

1/50(A1)
1/100(A3)

S-038

D13-@200

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 13-D13

下
端

筋
 
1
3
-
D
1
3

上端筋 D13@200

15-D13

X

Y

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

D13@300以下

F23

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 19-D16

下
端

筋
 
1
9
-
D
1
6

上端筋 D13@200

17-D16

F25

1FL

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 23-D19

下
端

筋
 
2
3
-
D
1
9

上端筋 D13@200

23-D19

1FL

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 27-D19

下
端

筋
 
2
7
-
D
2
2

上端筋 D13@200

27-D22

F26

27-D19

D13-@200 D13-@200 D13-@200 D13-@200

捨てコン50
砕石60

捨てコン50
砕石60

捨てコン50
砕石60

捨てコン50
砕石60

捨てコン50
砕石60

捨てコン50
砕石60

F21A

D13-@200

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 11-D13

下
端

筋
 
1
7
-
D
1
6

上端筋 D13@200

11-D13

D13@300以下

捨てコン50
砕石60

F22A

D13-@200

上
端

筋
 
D
1
3
@
2
0
0

下端筋 15-D16

下
端

筋
 
1
7
-
D
1
9

上端筋 D13@200

15-D16
捨てコン50

砕石60

17-D16 17-D19

・支持層:礫混じり砂、地盤長期許容支持力度:200kN/㎡

1-D16

1-D16
1-D16

1-D16 1-D16



貯蔵施設棟 RC部材断面表

1/40(A1)
1/80(A3)

S-039

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

共　通　事　項

上端筋

D

三段筋

下端筋

敷き砂利(t=60)
捨てコンクリート(t=50)

幅止め筋

スターラップ

一段筋
二段筋
三段筋

3. 幅止め筋    ：D10-@1000

2. 腹　　筋    ：10－D13

1. スターラップ：

B

特記なき限り下記による

腹　筋

一段筋
二段筋

基礎梁断面表 S=1/40

位　置

下端筋
一段筋

腹  筋

スターラップ

備  考

二段筋

二段筋

上端筋
一段筋

Ｂ　×　Ｄ

断  面

-D13-@200

1FL

FG21

全断面

600×1800

4-D29

4-D29

D13-  -150

8-D13

2
00

下dt上dt

X方向鉄筋

下dt上dt

Y方向鉄筋

D29

設計主筋位置

※施工主筋位置は、必要かぶり厚を
確保した上、上表の数値以内とする。

12085 120 85

5.二段筋受け要領

異形鉄筋：a＝1．5d
6φを要所に2ヶ所以上入れる

a

4d

※施工2段筋位置は1.5d+d´
（d:鉄筋呼び径 d´：鉄筋最外径）
を確保した上、上表の数値以内とする。

D29

80

4．鉄筋位置

FGn

Ld

6.カットオフ長さ（Ld）

Ld

LdLd

（特記なき場合は標準図による）

FG22

全断面

700×1800

D13-  -150

8-D13

FG31

全断面

D13-  -150

8-D13

FG32

全断面

D13-  -150

8-D13

二段

備  考

腹  筋

スターラップ

下端筋
一段

B × D

上端筋
二段

一段

断  面

位   置

符   号

小梁断面表

aB1

全断面

aFB1

300x600

3-D22

3-D22

-

-

2-D13

□-D13@200

先　端

S=1:40

6-D22

6-D22

2-D22

2-D22

１）開口が700mm以下の場合

開口 ≦ 150 150 < 開口 ≦　300 300 < 開口 ≦　700

かぶり30以上

φ

1
6以下16以

下

φ

1
6以上

添え筋 L
1

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

L
1

L1

L1

L1

L
1

L1 L1

L
1

L1

L1

n
X

nY

(nY／2)本

(nX／2)本

(nX／2)本

(nY／2)本

スラブ筋と同径以上
斜め補助筋 D13 かつ

開口が150mm以下でも、鉄筋の折曲げ角度1／6を超える場合は、切り替えて添え筋をする。・

片持スラブに300mmを超えて700mm以下の開口がある場合は、梁に直交する補強筋を梁内に定着する。・

開口部が梁又は壁に接する場合は、接する側の補強を省略することができる。・

斜め筋はシングル配筋とし、上下筋の内側に配筋する。・かぶり30以上

柱廻りも斜め筋は配筋する。・

開口部から設計かぶりを確保する。・

L1

スラブ開口補強要領

２）小開口が連続する場合

L
1

L
1

L1

L1

L1

L1100以上

斜め補助筋 D13 かつ
スラブ筋と同径以上

外接する長方形の最大寸法により、補強を・

開口間には2-D13を入れる。・

行う。

開口間のあきは、原則として100mm以上とする。・

700mmを超えるスラブ開口は不可とする。やむを得ず設ける必要がある場合は、監督職員と協議し・

小梁追加等、適切な開口補強を施す。

片持ちスラブの補強筋は、元端の梁面から定着長さを確保する。・

床スラブ断面表

スラブ厚符　号 短辺方向（主力筋） 長辺方向（配力筋） 備　考位　置

上端筋

下端筋
aS1 150

D13-@200

D13-@200

D13-@200

D13-@200

符　号 FG23

全断面

700×1600

D13-  -150

8-D13

6-D29

6-D29

2-D29

2-D29

6-D29

6-D29

6-D29

6-D29

600×1800

4-D29

4-D29

-

-

600×1600

4-D29

4-D29

3-D29

3-D29

FG33

全断面

D13-  -100

8-D13

700×1600

6-D29

6-D29

6-D29

6-D29

3

X方向(上)

X方向(上)

Y方向(下)

Y方向(下)

8-D13

□-D13@200

500x1200

6-D22

6-D22

6-D22

2-D22

中　央

3

位　置

断  面

1FL

FG24

全断面

4
00

FG34

全断面

符　号

下端筋
一段筋

腹  筋

スターラップ

備  考

二段筋

二段筋

上端筋
一段筋

Ｂ　×　Ｄ

700×1600

D13-  -150

8-D13

6-D29

6-D29

4-D29

4-D29

D13-  -150

8-D13

600×1600

4-D29

4-D29

-

-

4
00 2
00

4
002
00

4
00

4
00

X11

X15

Y11

Y17

X

Y

X方
向梁

Y方
向梁

基礎梁キープラン

Y

-

-

3



貯蔵施設棟 鉄骨部材断面表 

S-040

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

鉄骨柱断面表 S=1/40
1. 鉄骨材質: BCR295

特記なき限り下記による

符号

1階

詳細図

柱

脚

B×D

主筋

帯筋

備考

基

礎

柱

断面図

符　号

フランジ ウェブ

Pc

備　考
ボルト断　面 外添板 内添板

厚x幅x長さ 厚x幅x長さ

添板寸法

厚x幅x長さ

鉄骨大梁断面表

ボルト
タイプ

NF g1 g2

ゲ－ジ

NW
H.T.B

・接合部の板厚の差が、１mmを超える場合は、フィラ－プレ－トを挿入する

・添え板（SPL）に用いる鋼材は母材（中央材）と同じ級のものとする

・保有耐力接合に関する計算方針は、ＳＣＳＳ－Ｈ９７による

※ボルト径によらず上記のボルト配置とする

※g1、g2の寸法に関しては、リスト参照

※リスト中のボルト本数は上記の部分の本数を示す

SP L

LSP 

添板
NW

外添板

共通事項

ディテ－ルの共通事項

ウェブ

高力ボルト

ボルト穴径

M16 M20 M22

18.0 22.0 24.0

ボルト穴径

・高力ボルト(HTB)は、F10Tとする

10 ee @45

nF

  タイプ　B  

g
1

e
1

B

e
1

g
2

g
2

@P10 e e

nF

B

e
1

e
1

g
1

  タイプ　A    

フランジ

SP 

H-400x200x8x13SG40

H-390x300x10x16SG39,SCG39

鉄骨小梁断面表

断　面 PL-(2)G.PL接合タイプ 備　考 共通事項

A TYPE

EE
10

@
P
1

E4
0

接合タイプ

E4
0

G.PL

符　号

特記なき限り下記による

1. 材質：SS400   2. HTB:高力ボルトF8T

Rib.PL

HTB(N×m) P1 P2

P2

m

N

特記なき限り下記による

E=40

Rib.PLはG.PLと同厚・同材質とする。

B TYPE

EE
10

@
P
1

E4
0

E4
0

G.PL
Rib.PL

P2

N

S=1/40

特記なき限り下記による。

1．鉄骨材質:無印はSN400B  

SC11

S=1/40
2. 柱脚はハイべ－スNEO  EB300-4-36

2. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする 3. 現場溶接部は裏当て金を除去し、グラインダーで平滑に仕上げる

SG58,SCG58

2. 外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする

H -588x300x12x20

・外部に接する場合は、F8Tとする

□-300x300x12

1/40(A1)
1/80(A3)

H-250×125×6x9SB25

H-350×175×7x11SB35

H-600×200×11x17SB60

800x800

20-D19

D13-   -@100

A

A

PL-6 2x2-M20 120

PL-9 6x1-M20 90

[-150×75×6.5×10座屈止め A PL-9 1x2-M20

PL-12x300x350 2PL-12x110x350 2PL- 9x260x1703x1M22 90150 40A 3x2

PL- 9x200x410 2PL- 9x 80x410 2PL- 9x260x1704x1M20 60120 -A 3x2

PL-12x300x440 2PL-16x110x440 2PL- 9x440x1707x1M22 60150 40A 4x2

1-M20HV1 A PL-9 1-M20 - JISターンバックル付き -

▽鉄骨取り付け面

4-φ50

▽コンクリ－トスラブ天端

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

アンカ－ボルト4-M36

37045 45
460

370

              印はSN490B  

150

A PL-9 4x1-M20 60

A PL-9 4x1-M20 60H-400x200x 8x13SB40

SG58A H -588x300x12x20 PL-12x300x530 2PL-16x110x530 2PL- 9x440x2905x2M22 90150 40A 5x2

SC12

□-300x300x16

800x800

20-D19

D13-   -@100

▽鉄骨取り付け面

4-φ50

▽コンクリ－トスラブ天端

▽ベ－スプレ－ト下端

△基礎天端

アンカ－ボルト4-M36

37045 45
460

370

補強筋　各1-D13（L=1200)

鉄骨柱廻りスラブ補強要領

6
0
以

上

4
0
 

@
P
C

4
0
 

40 40
60 10

SG梁

[-150×75×6.5×10
SB梁

座屈止め接合部詳細図

G.PL-9 1×2-M20

H-300×150×6.5x9SB30 A PL-9 3x1-M20 60

120



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

C通り

B通り

B - B　矢視図 S=1/20

SG60h

SG30W

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

SG48Ah

FG1C FG1B FG1B
FG1B

SC
2A

SC
2 SC

2A

SC
2A

SC
2A

SC2

SC2

SC2A SC2A

SC2A

SC2

SC2A SC2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC2

SC
2

SC2A

SC
2A

SC2A

SC2A

SC
2A

SC
2A

1,702

22,436

4,730 4,937 5,412 5,655

4
,
5
0
0

1FL
設計GL

4
,
5
0
0

5
,
4
7
0

2FL

RFL

PHFL

1
4
,
4
7
0

2
,
1
5
0

基礎下端

□
-3
00
x3
00
x1
6(
BC
R2
95
)

H-300x300x10x15

PL-36(SN490C)

B.PL-50x760x565(TMCP325C)

C
1
A
a

3
7
0

特記なき限り下記による

S=1/40B通り(展開)鉄骨架構詳細図(1)

1．     印は柱現場溶接継手を示す。

2．鉄骨材質

柱  ：BSH325(カクホット)

大梁：SS400   

□
-3
00
x3
00
x2
5

G.PL-12
HTB 5-M20

SG30W

SG30W

SG30W

SG30W

SG30W

B.PL下端

G.PL-12
HTB 4-M20

G.PL-12
HTB 5-M20

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面)

無収縮モルタルt=30 無収縮モルタルt=30 無収縮モルタルt=30

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面)

PL-32(SN490B)

G.PL-19
HTB 10-M22

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

80
0

800

B.PL-32(SN490B)

B.PL-32(SN490B)

A

A

A - A　矢視図 S=1/20

S
P
1〇
-
1
0
1
.
6
×

5
.
7
(
S
T
K
R
4
0
0
)

CT-200x200x9x12

G.PL-6
HTB 4-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

C
1
A
a

CT-200x200x9x12

G.PL-6
HTB 4-M20

G.PL-6
HTB 4-M20

CT-200x200x9x12

S
P
1

〇
-
1
0
1
.
6
×

5
.
7
(
S
T
K
R
4
0
0
)

G.PL-12
HTB 6-M20

TPL-6

TPL-6

TPL-6

TPL-6 TPL-6

SG30WTPL-6

B

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

PL-36(SN490C) PL-36(SN490C)

TPL-6

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C) PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

無収縮モルタルt=30

PL-36(SN490C)

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

G.PL-12
HTB 10-M22

G.PL-12
HTB 10-M22

SG58A SG60

G.PL-12
HTB 5-M20

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

A.Bolt 12-M33
(SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め)

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

6,700 1,850 4,850

3．継手部見え掛り部については溶接後平滑に仕上げること。

(SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め) (SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め) (SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め

(SN490B)

B.PL-50x760x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

B.PL-50x760x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

B.PL-50x760x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

(BCR295)

4．3D検討を行い、各部の納まりを確認すること。

研究所棟 B通り(展開)鉄骨架構詳細図(1)

1/40(A1)
1/80(A3)

S-041



無収縮モルタルt=30

PL-36(SN490C)

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

PL-36(SN490C)

無収縮モルタルt=30

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

無収縮モルタルt=30

PL-32(SN490C)

SC
2A

SC2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC
2A

SC2A

SC2A

SC2A

SC2B

SC2A

SC2A

SC2A

SG30W SG30W

SG30W
SG30W

SG30W

SG30W

SG70h

SG58A

CT-200x200x9x12

G.PL-6
HTB 4-M20

G.PL-19
HTB 10-M22

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面)

B.PL-32(SN490B)

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面)

PL-32(SN490B)

G.PL-19
HTB 10-M22

B.PL-32(SN490B)

TPL-6

TPL-6

TPL-6

TPL-6

TPL-6

TPL-6

G.PL-12
HTB 6-M20 G.PL-12

HTB 6-M20 G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

TPL-6

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

G.PL-12
HTB 6-M20

□
-3
00
x3
00
x2
5

S
P
1

〇
-
1
0
1
.
6
×

5
.
7
(
S
T
K
R
4
0
0
)

80
0800

G.PL-12
HTB 10-M22

G.PL-16
HTB 12-M22

5,412 4,937 4,249 3,379 1,708 186

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

19,871

4
,
5
0
0

1FL
設計GL

4
,
5
0
0

5
,
4
7
0

2FL

RFL

PHFL

1
4
,
4
7
0

2
,
1
5
0

基礎下端

3
7
0

特記なき限り下記による。

1．     印は柱現場溶接継手を示す。

2．鉄骨材質

柱  ：BSH325(カクホット)

大梁：SS400   

B.PL下端

1
7
0

B.PL下端
FG1B FG1B FG1B

C通り

B通り

G.PL-12
HTB 5-M20

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

4
0
0

(SNR400,L=660mm,ダブルナット締め)

1,975 4,725 4,850

B.PL-60x610x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

3．継手部見え掛り部については溶接後平滑に仕上げること。

S=1/40B通り(展開)鉄骨架構詳細図(2)

(SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め) (SNR490,L=660mm,フック付ダブルナット締め)

SC
2

SC2

PL-36(SN490C)

PL-32(SN490C) PL-32(SN490C)

PL-36(SN490C) PL-36
HTB 6-M20

PL-12

C
1A
b

C
1A
b

(SN490B)

(SN490B)

B.PL-50x760x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

B.PL-50x760x565(TMCP325C)
A.Bolt 12-M33

G.PL-22
HTB 6-M20

PL-25

G.PL-22
HTB 6-M20

PL-25

4．3D検討を行い、各部の納まりを確認すること。

研究所棟 B通り(展開)鉄骨架構詳細図(2)

1/40(A1)
1/80(A3)

S-042



特記なき限り下記による。

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

貯蔵施設棟 Y15通り架構詳細図

S-043

1/40(A1)
1/80(A3)

SG58

SG39

X11 X15

1FL

RFL

S=1/40Y15通り架構詳細図

X12 X13

J

X14

B.PL下端

F23 F25 F21

SC11

J

SC11

J

SC11

J

PL-22

H-390x300x10x16

フランジ:PL-12x300x350

ウェブ:  2PL- 9x260x170,3-M22

         2PL-12x110x350,6-M22

フランジ:PL-12x300x440

ウェブ:2PL- 9x440x170,7-M22

         2PL-16x110x440,8-M22

フランジ:PL-12x300x440

ウェブ:  2PL- 9x440x170,7-M22

           2PL-16x110x440,8-M22

H-588x300x12x20

□
-
3
0
0
х

3
0
0
х

1
2

□
-
3
0
0
х

3
0
0
х

1
2

□
-
3
0
0
х

3
0
0
х

1
2

PL-25

PL-25

PL-25

PL-25

1．鉄骨材質
：BCR295柱
：SN400B   大梁

ダイアフラム：           　 SN490C

基礎下端

PL-22
PL-22

B.PL下端B.PL下端

フランジ:PL-12x300x350

ウェブ:  2PL- 9x260x170,3-M22

         2PL-12x110x350,6-M22

G.PL-9
HTB 3-M20 G.PL-9

HTB 3-M20

SB30

H-300x150x6.5x9



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

RFL

2-D13 D13@200

D13@200

2-D13
RC梁

パラペット配筋詳細図 1/2012

雑詳細図

1/50(A1)
1/100(A3)

S-044

帯筋

補強筋

帯筋

補強筋

L2

柱増打部分の帯筋及び中子筋は、柱と同径・同間隔とし、

A

A　の 範 囲

200 ＜A

70 ≦A ≦200

補強筋本数表

柱

D16 を@300で割付

D19以上 かつ 主筋径より2サイズダウン

A ＜70 補強なし

・

材質をSD295Aとする。

@300 で割付

補強筋

梁増打部分のあばら筋及び腹筋は、梁と同径・同間隔とし、

増打部分

梁増打部分要領

A　の 範 囲

200 ＜A

70 ≦A ≦200

補強筋本数表

梁

D19以上 かつ 主筋径より2サイズダウン 

D16 を@300で割付

腹筋

補強筋

L2

L2

150

A

A

A ＜70 補強なし

あばら筋

・

・

材質をSD295Aとする。

@300 で割付

A>200mmの場合は、腹筋D13@300とする。 A>200mmの場合は、腹筋D13@300とする。 A>200mmの場合は、腹筋D13@300とする。

1 梁打増要領

柱打増要領

2 段違いスラブの配筋要領

D10-@200

と同径・同間隔

D13

350

2-D16

L1 L1

2-D16

D13

350

L2

L2

D16

スラブ版の段差１）

5H

45°

L2

L1

1-D16

L2

スラブ段差 ≦70mm

D16

≦150mm

スタ－ラップは床版配筋

≦400mm

梁の両脇でスラブ段差がある場合２）

1.5t≦A

A＜1.5t

A

2-D16

A

と同径・同間隔
350

スタ－ラップは床版配筋

＞400mm

D16-@200

D16-@200

D10-@400

5 ハト小屋詳細図   1/20

180 180

2-D13

D13D13

D13-@200

D13-@200

2-D13
2-D13

D13

D13-@200

D13-@200

2-D13
2-D13

2-D13

D10・D13-@200
D10・D13-@200

4

鉄骨梁の梁上フカシ要領図 1/303

1-D13

D13-@200

L2L2

1-D13

L-150×90×9
(SS400)

(SS400)
L-150×90×9

F3
30-500

F3
30-500

S大梁

FL

1-D13

D13-@200

1-D13

L-150×90×9
(SS400)(SS400)

L2L2

L-150×90×9

F3F3
30-500

S小梁

30-500

a≧150の場所

PL-9@500
PL-19

PL-12

a＜150の場合

6 設備基礎配筋要領  1/20

D10-@200
2-D13

L
1

L1300

6
0
0

1
5
0

主筋4-D19(上下共)
STP:□-D13@200
腹筋：4-D13
巾止め筋：□-D10@1000

D13-@200

（d）H≦600の場合(屋外)

L
1

L1300

6
0
0

1
5
0

（d）H≦600の場合(屋内)

スラブ補強筋（※） スラブ補強筋（※）

※スラブ補強筋はXY方向に配筋し、基礎両際に5-D13(L=400+2L )とする。1

(げた基礎夕イプ)

（b）200＜H≦400の場合

※詳細寸法は意匠図による

タテ筋D10@200

ヨコ筋D10@200

タテ筋D13@200

ヨコ筋D13@200

構造スラブ上端

シンダーコンクリ－ト上端

（a）H≦200の場合

構造スラブ上端または

1-D13

1-D13

D13-@200

H
H
L2

L2

7設備基礎配筋要領  1/20

(べた基礎夕イプ)

段差h

段差h D

D13

段差  h≦Dの場合

200以上かつD以上

D＜段差 h≦2Dの場合

L-100x100x10

35d

200以上かつD以上

L-100x100x10

D16

35d

35d

スラブ筋に同径
・同ピッチ

「床面を段落させる場合」

※印寸法は、意匠図参照
t:耐圧版厚さ

45°

耐圧版と同配筋

※

※ t

9 土間コンクリート配筋要領 1/30

スラブ

1-D13

壁

L2 L2

横筋 D16-@200（梁巾方向）

200φ/2
各リストのスタ－ラップを２重に入れる

スラブ下端

基礎梁下端

捨てコンピット天端

基礎梁下端フカシ

リストのスタ－ラップ１組とする。

連通管・通気管 補強要領 1/30

10 RC壁とスラブ取合い 1/30

8 11 釜場配筋詳細図

D13-@200

捨てコン

砕石

D13-@200

4-D16

D13-  -@200

t



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 キャノピー鉄骨詳細図

1/50(A1)
1/100(A3)

S-045

2FL

A - A　矢視図 S=1/20 

C - C　矢視図 S=1/20 

1-e

H-588x300x12x20

H-150x150x7x10

SCB1 SB2 SCB1

2xBH-400x250x8x12

H-588x300x12x20

C1A SC2

□-300x300x16

2FL

B - B　矢視図 S=1/20 1-e

PL-16

2xBH-400x250x12x19

SB50 SG60

PL-16
PL-16

PL-16

5-M20

フランジ　PL-16x300

フランジ　PL-16x300

フランジ　PL-16x300

フランジ　PL-16x300

PL-16 PL-16

GPL-9
4-M20

PL-9
4-M20

PL-9
4-M20

PL-9

PL-9 PL-9

Y3

PL-9
4-M20

PL-9
4-M20

SB2

GPL-9
2-M20

PL-9

2xBH-400x250x8x12

PL-9

PL-16

SB1

H-150x150x7x10

SB1

H-150x150x7x10

BH-220×220×9×16

キャノピー鉄骨詳細図

SC2

C1A

2FL-1070伏図 S=1/50

1-e

軒天パネル下地
C-100×50×3.2＠900

2
,
4
4
5

2
,
2
6
9

4,5009,000

3,700 3,600

S
B
2

S
C
B
1

S
C
B
1

S
B
2

S
C
B
1

S
C
B
1

2
,
4
4
5

2
,
5
2
3

Y3

SB
1

A

C

C

E

E

A

B B

D

D

特記なき限り下記による
1.    印は剛結合を示す

□-300x300x16

1,700

1
,
1
3
5

1
,
1
3
5

2.    印は吊り材を示す

S
B
2

S
C
B
1

S
C
B
1

S
B
2

S
C
B
1

S
C
B
1

800 3,200 500

S
B
2

S
B
2

S
B
2

S
B
2

E - E　矢視図 S=1/20 

□-300x300x16

PL-16PL-16

G.PL-16
5-M20

PL-16

2-M202-M20

SG60
H-600x200x11x17

フランジ　PL-16x300

PL-16

PL-16

PL-16

PL-16
PL-16PL-16

PL-16

2FL

PL-16

Y3

D - D　矢視図 S=1/20 

2PL-9
5x2-M20

B.PL-22x300x500(SN490B)

PL-16

PCa 柱

PL-16 PL-16

A.Bolt 6-M20(SS400,L=400mm,ダブルナット締め)

硬質ゴムt30（硬度90）

SB50
H-500x200x10x16

PL-16

PL-16PL-25
2-M202-M20

フランジ　PL-16x300

PL-16

PL-16
PL-16

PL-16

PL-16

2FL

Y3

SC2

C1A SG48A

SG
60

2FL伏図 S=1/50

1-e

Y3

特記なき限り下記による
1.    印は吊り材を示す

S
B5
0

S
B5
0

□-300x300x16

特記なき限り下記による。

1．材質:SS400 2．高力ボルト:F8T 3．外部に接する鋼材は溶融亜鉛めっき処理とする



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 芯部鉄骨柱詳細図

1/10(A1)
1/20(A3)

S-046

芯部鉄骨柱の仕口部詳細図 S=1/10 芯部鉄骨柱の柱脚詳細図

□-300x300x16 □-300x300x25

1FL

AA

B.PL-50(TMCP325C)

PL-36(SN490C)

無収縮モルタルt=30

PL-32(SN490C)

PL-32(SN490C)

BB

PL-32(SN490C)

PL-32(SN490C)400

SC2 SC2A

基礎梁

A - A　矢視図 S=1/10

B.PL-50x760x565(TMCP325C)

A.Bolt 12-M33

(SNR490,L=660mm,フック付きダブルナット締め)

PL-36(SN490C)

760

50 50

1,000

220 220220

S=1/10

□-300x300x25□-300x300x25

PL-28
PL-28

PL-28
PL-28

A

A

(SN490C)

(SN490C)
(SN490C)

(SN490C)

PL-28
(SN490C)

□-300x300x25

A - A　矢視図 S=1/10

□-300x300x25

PL-28

PL-28(SN490C)

PL-28(SN490C)

PL-28(SN490C)

(SN490C)

PL-28
(SN490C)

※ S-121図に示す鋳鋼使用部位以外を対象とする

基礎梁

B - B　矢視図 S=1/10

1,000 1,000

上下各10-D13補強

PL-32(SN490C)

PL-32(SN490C)

400

1-D16補強筋

1FL

CC

B.PL-60(TMCP325C)

無収縮モルタルt=30

DD

□-300x300x25

400

SC2B

B.PL-60x610x565(TMCP325C)

A.Bolt 12-M33

(SNR490,L=660mm,フック付きダブルナット締め)

基礎梁

C - C　矢視図 S=1/10

50

610

50170

900

170 170

・Y3通り芯に対して線対称とする
・芯部鉄骨柱脚を示す

TypeA TypeB

D - D　矢視図 S=1/10

上下各10-D13補強

基礎梁

1,000 1,000

PL-32(SN490C)

PL-32(SN490C)

400

1-D16補強筋

アンカーフレーム等を設置し、アンカーボルトの施工精度を確保すること。

・座標はS-151図参照



450

1
5
0

2SPL-16
HTB 10-M22

PC鋼棒 17φ

155
60

無収縮モルタル t=30

RFL

125

235

1
5
0

3
0
0

6
0
0

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

BPL-32(SN490B)※

4
0
0

2
0
2

6
7
3

33

パラペット天端

1
,
0
0
0

70

70 33

梁下フカシ

RCスラブ

梁現場打

柱PCa
壁現場打

PL-6(SS400)
※スラブ下型枠用

A

GPL-28(SN490B)

30d

梁上フカシ

1-D16

-D10

200

(梁スターラップと同ピッチ）

PL-28(SN490B)

PC鋼棒 1-23φ PC鋼棒 2-17φ

RFL

BPL-32(SN490B)※
無収縮モルタル t=30

105
5

5 10
5

5

5

パラペット天端

1
,
0
0
0

梁勝ちとなるため梁スターラップを通すこと

6
0
0
以

上

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 外周部納まり詳細図(RFL)

S-047

1/5(A1)
1/10(A3)

RF　外周部納まり詳細図 A-sec

※施工方法に応じて、BPLを固定するための方法（アンカーボルト等)を検討し、対策を施すこと。

※3D検討を行い、各部の納まりを確認すること。



2PL-16
HTB 10-M22

4
4
6

1
5
0

2FRCスラブ

B

PL-32(SN490B)

PL-6(SS400)

※スラブ下型枠用

頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

GPL-28(SN490B)

200

2FL

目地位置

スラブ外周部

止めPL-6

C
400

194
45 161

120

45
45

45
45

418

143

61

126

45
132

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

BPL-32(SN490B)※

PC鋼棒 1-23φ PC鋼棒 2-17φ

PL-28(SN490B)

BPL-32(SN490B)※

200

2FL

目地位置

2FRCスラブ

HOOP2重巻

2FL
180

目地位置

4
4
6

1
5
0

1
5
0

200

2-D16

D13@200(幅2000mmの範囲はD13@200補強)

D10D13@200

D13@200
D10D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

2-D13

L2
L2

スタイロ※

35d

C

スラブ外周部

止めPL-6

2FL

目地位置

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

2F　外周部納まり詳細図（PCaPC柱部）

研究所棟 外周部納まり詳細図(2FL)

S-048

1/5(A1)
1/10(A3)

2F　外周部納まり詳細図（スラブ外周部）

B-sec

※施工方法に応じて、BPLを固定するための方法（アンカーボルト等)を検討し、対策を施すこと。

C-sec

※3D検討を行い、各部の納まりを確認すること。
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5
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554

4,754 5,357 5,728 5,854 5,728 4,754 3,948

4
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3
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0
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0
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Y

X

D1

C1

A1

A1

A1

A1 A1
A1

A1

A1

B2

B3

D2

B1

キープラン

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図(1)

S-048A

1/200(A1)
1/400(A3)



BPL-32(SN490B)※

1
5
0

200

4
4
6

2FL

目地位置

A1部詳細図

400

194
45 161

120

4
5
4
5

4
5
4
5

4
1
8

143

D29

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

D29

D29

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

6
1

126

4
5

3
50

a1

1
3
2

4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

400

200
45 155

B1部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

D29
D29

D29

4
0
4
0

4
1
4
1

4
63

126
137

1
71

120

b1

1
30

4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

400

200
45 155

120

B2部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

4
4
4
4

4
5
4
5

3
7
8

126
137

6
4

D29

D29

D29

b2

1
3
6

4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

400

198

B3部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

4
1
4
1

4
1
4
1

4
75

127
139

1
51

D29

D29

D29

45 157

120

b3

1
40

2
0

120

2
0
0

BPL-32(SN490B)※

PL-28(SN490B)

PL-16

PL-16

PL-32×200×350(SN490B)

PL-28(SN490B)

1
5
0

1
5
0

a1-sec

BPL-32(SN490B)※

PL-28(SN490B)

PL-16

PL-16

PL-32×200×350(SN490B)

PL-28(SN490B)
120

1
1
5

1
5
0

1
5
0

b1-sec

120

1
3
0

1
5
0

1
5
0

BPL-32(SN490B)※

PL-28(SN490B)

PL-16

PL-16

PL-32×200×350(SN490B)

PL-28(SN490B)

b2-sec

120

1
5
0

1
5
0

1
5
0

BPL-32(SN490B)※

PL-28(SN490B)

PL-16

PL-16

PL-32×200×350(SN490B)

PL-28(SN490B)

b3-sec

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図(2)

S-048B

1/10(A1)
1/20(A3)



4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

400

200
45 155

C1部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

4
4
4
4

4
4
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06

D29

D29

D29
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120

c1

1
30

4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

400

200
45 155

120

C2部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

D29
D29

D29
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1
4
1

3
47

5
0

c2

1
35

126
137

4
4
6

2FL

目地位置

1
5
0

200

BPL-32(SN490B)※

400

200
45 155

120

D1部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ

D29

D29
D29

137
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9

4
9
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9

4
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8
7
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1
44

4
4
6

2FL

目地位置
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BPL-32(SN490B)※

400
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45 155

D2部詳細図

PL-28(SN490B)
頭付スタッド2-φ22(両面h=150)

PC鋼棒 17φ

PC鋼棒 23φ
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D29
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PL-28(SN490B)
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c1-sec

120

1
6
0
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PL-28(SN490B)

PL-16
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BPL-32(SN490B)※

PL-28(SN490B)

PL-16

PL-32×200×350(SN490B)

PL-28(SN490B)

PL-16
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縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟 外周部2FL鉄骨梁端部詳細図(3)

S-048C

1/10(A1)
1/20(A3)



縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

階段(1)詳細図

1/20,1/10(A1)
1/40,1/20(A3)

S-049

F
G
4

F
B
4

F
B
2

4,857

S
G
7
0

S
B
3
0

S
B
3
0

SB48

SB48

4,857

FB1B1

B1 B1

X7 X8

4,857

A A
UP

DN

1FL

4
,
5
0
0

2FL

2
0
0

う

い

根太：Ｌ-50×50×6 @450

段裏：PL-4.5 曲げ加工

ササラ桁：PL-16×300

い 部詳細図 S=1/20

SB30

G.PL-16
HTB：3-M20

G.PL-16
HTB 3-M20

う 部詳細図 S=1/20

SB30

S=1/401階伏図

S=1/402階伏図

S=1/40A 断面図

ササラ

PL-16x300

あ 部詳細図 S=1/20 矢視図a S=1/20

75 75200

350

200

350

75 75

B.PL-16x250x350
A.BOLT 4-M20
(ダブルナット L=400mmフック付)

A.BOLT 4-M20
(ダブルナット L=400mmフック付)

無収縮モルタルt=30mm

a

B
2

あ

850

850

SP15

SP15

X7 X8

X7 X8

階段1詳細図
特記なき限り下記による。

1．鉄骨材質   SS400

2．高力ボルト　F10T又はS10T
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4
8

SG70 SG70

1,275

250x12

3,000582

1
,
2
0
0

3
0
0

1
,
2
0
0

1,275

250x12

3,000582

ササラ
PL-16x300

ササラ
PL-16x300

25

200

B.PL-12x220x200
A.BOLT 2-M20(SS400)
(ダブルナット L=400mmフック付)

100 100

150 25

SP15柱脚詳細図

A.BOLT 4-M20
(ダブルナット L=400mmフック付)

無収縮モルタルt=30mm

H-150x150x7x10



U
P

F
B
1

1,500

X4

F
G
4

S
B
4
8

SB40

S
B
4
8

3,375

X4

2,700

3,050

S=1/401階伏図

S=1/402階伏図

A A

1FL

4
,
5
0
0

2FL

5
0
0

1,600

X4

あ

2,950

W20

2
,
1
2
5

2
,
1
2
0

1
,
4
6
0

Y1

2
,
0
2
5

2
,
1
4
5

1
,
5
3
5

Y1

D13@200

D10@300

D10@300

1-D13

あ 部詳細図 S=1/20

D13@200

D10@200

D13@150

D10@200

D
N

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

S=1/40A 断面図

階段(2)詳細図

1/20,1/10(A1)
1/40,1/20(A3)

S-050

階段2詳細図
特記なき限り下記による。

1．鉄骨材質   SS400

2．高力ボルト　F10T又はS10T

2
,
1
6
0

F
B
2

W20

W20

特記なき限り下記による。

1．壁符号;W20

1,6503,0001,775

250x12



S
B
4
0

(SB30)

SG58A

SG58A

S
G
5
8
A

SB35

S
B
3
5

X8

Y2

3
,
5
0
0

Y3

1,210800

X8

Y2

3
,
5
0
0

Y3

260800150800

S=1/402階伏図

S=1/40R階伏図

A

A

2
,
6
2
5

8
7
5

SP15

3,500

Y2 Y3

2FL

4
,
5
0
0

RFL8
7
5

1
,
7
1
0

9
1
5

SG58A

SG58A

S
G
5
8
A

あ

い

G.PL-9 

SB35

HTB 2-M20

あ 部詳細図 S=1/20

根太：Ｌ-50×50×6 @450

段裏：PL-4.5 曲げ加工

ササラ桁：PL-16×300

SB30

い 部詳細図 S=1/20

G.PL-9
HTB：3-M20

う

G.PL-9
HTB：3-M20

SG58A

根太：Ｌ-50×50×6 @450

う 部詳細図 S=1/20

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

S=1/40A 断面図

階段(3)詳細図

1/20,1/10(A1)
1/40,1/20(A3)

S-051

階段3詳細図
特記なき限り下記による。

1．鉄骨材質   SS400

2．高力ボルト　F10T又はS10T

1
9
0
x
9

UP

DN

SP15

SP15

SP15



凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

8600×1800

【基礎梁人通孔の補強要領リスト】  

階 符号 BxD ｽﾘｰﾌﾞ径 ｽﾘｰﾌﾞ個数 補強要領

2

H5

H5

1F

1F

FG2

FG2B

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。
（ｄ）孔は、柱面から原則として1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし基礎梁は1ｍ以上、壁付帯梁は1D以上とする。

（ｃ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｄ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｅ）補強筋は、主筋の内側とする。　　　また、鉄筋の定着長さは、図2による。

（ｆ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

（ｇ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図1による。

（ｉ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

梁貫通孔の配筋

図1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

D

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し
溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋
縦筋

横筋
斜め筋

図2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

　　　開口部を避けて配筋出来る場合において構造図に特記されたものは、補強を省略することができる。

（ｈ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

梁貫通孔の補強形式

45゜ 45゜

図3 他の開孔を設けない範囲

(a) 梁貫通孔の補強形式は表1により、種別の適用、箇所数等は左表による

図4　孔の上下方向の位置の限度

d
d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

人通孔補強要領図

H8

H9

8-2-D22

8-2-D25

2-2-D13 3-2-D13

8-2-D13

8-2-D13

（ｊ）既製品を使用する場合は、構造計算により安全性を確認した上で、設計者又は監理者の承諾を得ること。

D

600

600600×1800

研究所棟 人通孔補強要領図

S-052

-(A1)
-(A3)

5 H61F FG3 600600×1800

10 H81F FG4 600600×1800

1F

1F

1F

1F

FG5

FB1

FB2

FB3

600×1800

300×1800

400×1800

400×1800

600

600

600

600

2

1

6

5

H8

H4

H4

H4



凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

2700×1800

【基礎梁人通孔の補強要領リスト】  

階 符号 BxD ｽﾘｰﾌﾞ径 ｽﾘｰﾌﾞ個数 補強要領

1

H6

H5

1F

1F

FG22

FG31

（ｃ）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Dの範囲には設けてはならない。
（ｄ）孔は、柱面から原則として1.5D（Dは梁せい）以上離す。ただし基礎梁は1ｍ以上、壁付帯梁は1D以上とする。

（ｃ）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

（ｄ）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

（ｅ）補強筋は、主筋の内側とする。　　　また、鉄筋の定着長さは、図2による。

（ｆ）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のもの（軽微な開口）で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

（ｇ）溶接金網の余長は１格子以上とし、突き出しは10mm以上とする。

　　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

（ｂ）孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

（ａ）梁貫通孔補強筋の名称等は図1による。

（ｉ）溶接金網の割付始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

梁貫通孔の配筋

図1　梁貫通孔補強筋の名称等

あばら筋

溶接金網

リング筋

リング筋

突き合せ溶接

Ｄ/2

余長突出し

D

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し
溶接金網

あばら筋

縦筋

斜め筋

ＭＨ形及びＭ形

縦筋斜め筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

斜め筋

横筋

下縦筋

あばら筋
縦筋

横筋
斜め筋

図2　補強筋の定着長さ

貫通孔が円形の場合

１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ

表1　Ｈ形配筋

配筋

2-2-D13

斜め筋

（注）      　は，一般部分のあばら筋を示す。

種別

H1

H2

なし

2-2-D13

なし なし

縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H3

H4

H5

H6

4-2-D16

4-2-D13

H7

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D13 2-2-D13 3-2-D13

　　　開口部を避けて配筋出来る場合において構造図に特記されたものは、補強を省略することができる。

（ｈ）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13Φのリング筋を取り付ける。

梁貫通孔の補強形式

45゜ 45゜

図3 他の開孔を設けない範囲

(a) 梁貫通孔の補強形式は表1により、種別の適用、箇所数等は左表による

図4　孔の上下方向の位置の限度

d
d

D

500≦D＜700 ･･････ d≧175

700≦D＜900 ･･････ d≧200

900≦D ･･････ d≧250

人通孔補強要領図

H8

H9

8-2-D22

8-2-D25

2-2-D13 3-2-D13

8-2-D13

8-2-D13

（ｊ）既製品を使用する場合は、構造計算により安全性を確認した上で、設計者又は監理者の承諾を得ること。

D

600

600600×1800

貯蔵施設棟 人通孔補強要領図

S-053

-(A1)
-(A3)















凡
　
例

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

-

最上階

中間階

最下階

オ

ウイ

(1)使用箇所
①梁主筋および柱主筋の柱梁接合部への定着
②梁主筋の梁への定着
③柱主筋の基礎部への定着
④基礎梁主筋の基礎部への定着
⑤壁筋の梁、柱および壁への定着
⑥小梁主筋およびスラブ筋の梁への定着

(2)コンクリート
①種類：普通コンクリート　
②設計基準強度(Fc):21N/mm2 2以上、かつ、60N/mm 以下

(3)鉄筋

②呼び名：D13～D41

呼び名

鉄　筋
呼び径

Ｍ

ねじ長

36

36

Ｌｐ

36

39

43

46

50

55

58

62

12

18

16

17

15

14

13

11

14

17

Ｌｙ

余長 バリ幅

ｂｒ

 5

 6

 7

 7

 8

 8

 9

10

10

11

35

58

63

53

51

43

39

32

28

23

バリ直径

バリ抑え
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)Ｄｂ

最大

24

28

31

35

38

※44

48

52

57

ね　　じ 円形定着板
（単位：㎜）

直径

100

95

85

80

70

63

55

48

40

36 14

板厚

ｔφ

16

18

20

22

24

26

29

31

33

支圧面積

㎜2

1,058

  891

1,523

1,989

2,610

3,206

4,233

4,718

5,948

6,514

定着板内面と
ねじ外端間

Ｌｂ

31

30

29

32

35

38

41

45

48

51

※SD390以下の場合は、バリ直径を42mm（ねじ径M36）とすることが可能。

ア

円形定着板

φ

Db

Lp
brLb

tLy

円形定着板

ねじ

Ｍ

バリ

定着筋

仕口面

コンクリート側面

定着筋中心からの
側面かぶり厚さCs

鉄筋の間隔
≧JASS5規定値

仕口部材せい

かぶり厚さ

 Dg：梁せい
 Dc：柱せい

 dh：梁主筋投影定着長さ

Cb：定着板内面からの背面かぶり厚さ

  Cs：定着筋中心からの側面かぶり厚さ

Dgx：X方向大梁Gxの梁せい  db：柱・梁主筋の呼び名

e：柱絞り寸法

d：かんざし筋の呼び名Bgx：X方向大梁Gxの梁幅

pjwh：接合部横補強筋比

4）定着筋中心からの側面かぶり厚さCsの規定は、柱主筋が2db(dbは柱主筋の呼び名)以上、

Bc：柱幅

2）定着長さについては、大梁・大梁接合部内の梁主筋を除き、必ず設計指針8.1節の

1）柱・梁接合部横補強筋比pjwh（ 接合部位置 ア～オ ）

Dc

Cb  ag

 dh

Cb  ag
 dh

 ag
Lgo

Dc

Cb

カ

カ

 (柱主筋は設計指針8.2節 3)より梁上下主筋の重心間距離jtgを柱両側最外縁主筋の

エ

 ag1

 ac

 ag2

e

e

U形
かんざし筋

A

L2またはL2h以上

e

 ag

Bc

A A

e

上階
柱断面

上面
柱断面

L2h
または
L2
以上

L2またはL2h以上

 ac

 dh

L2h
または
L2
以上

L形
かんざし筋

U形
かんざし筋

鉛直足部
全長
Ld

A

L2
以上

Bgy：定着側の梁幅

鉛直足部
全長
Ld

pjwv：かんざし筋比

Cg：梁主筋中心から梁上下面までのかぶり厚さ

Bc

水平足部定着長さ
L2またはL2h

EG定着板工法基準図(鉄筋コンクリート造：SD490以下 , Fc＝21N/mm ～ 60N/mm )

1.役割
(1)EG定着板工法施工管理者：合同製鐵株式会社が行うEG定着板工法に関する
　　　　　　　　　　　　　 技術指導を受けた者(以下、施工管理者と言う)
(2)EG定着板工法施工技能者：施工管理者に技術指導を受け、EG定着板工法の
　　　　　　　　　　　　　 施工を行う者(以下、施工技能者と言う)

2.施工管理者の責務
(1)EG定着板工法の検定報告書の確認
(2)施工手順の確認
(3)施工技能者への技術指導
(4)施工時の管理、検査

3.施工技能者の責務
(1)施工手順(サンプルによる実地指導)の理解
(2)決められた手順による施工の実施

4.定着板の施工要領
(1)手締め
　 1)定着板を捻じ込み、バリにあてがう。
　 2)定着板を手で強く締付ける。
　 3)定着板とバリに合いマークを付ける。

(2)結束締め
　 以下の場合、定着板の外側近接位置で、ねじを結束線によって締付ける。
　 ・EG定着板を下向きに設置する場合
　 ・施工時の安全性が危惧される場合
　 ・その他、施工管理者が必要と判断した場合

5.施工後検査
(1)施工管理者は、コンクリート打設前の
　 配筋検査において、EG定着板工法を適用した
　 定着筋全数に対し、定着板とバリに付けた

(2)合いマークがずれていれば、定着板を締め直すか、

(3)結束工法採用時は、ねじの余長が3mm以上であり、
　 結束線が施されていることを目視によって確認する。

・大梁Gxと大梁Gyの交差部(大梁Gxの梁幅×大梁Gyの梁幅の範囲)には、設計で定められた大梁Gyの

　横補強筋比pwyで決まる式(15.9)の横補強筋組数nwyを均等に配置する。

A：接合部耐力余裕度方式
(一貫構造計算で算定)

B：靭性保証型指針方式

C：設計指針・置換方式

①pjwh≧0.2%(基礎・ト形)
        0.3%(十字形・Ｔ形・Ｌ形)
        両側直交梁(解4.1)式を満たす場合は、0.2%とする

②pjwh≧0.3%
　11.1節(2)(c)2)に記載されている十字形の重なり

③pjwh≧(7.1)式pjwhoかつ0.2%

　また、下記の場合にも適用
　　1)十字形の非貫通定着 , 2)Ｔ形の梁降伏 , 3)Ｌ形の柱降伏

B：靭性保証型指針方式は、全接合部の柱・梁接合部横補強筋比をpjwh≧0.3%とする。
ただし、C-③1),2),3)の場合は、pjwh≧(7.1)式pjwhoかつ0.3%とする。
※C-②またはC-③を適用した場合、同一フロアの同形接合部は、

設計方針

ト形接合部
十字形接合部
Ｔ形接合部
Ｌ形接合部

A B C-①

pjwh≧
(7.1)式pjwho

かつ0.2%
pjwh≧0.3%

pjwh≧0.2%
pjwh≧0.3%
pjwh≧0.3%
pjwh≧0.3%

※1,2

※2

※2：十字形またはＴ形はC-①を適用し、両側直交梁(解4.1)式を満たす場合は、0.2%とする。

※1：ト形または十字形の上階柱絞り接合部で柱主筋にEG定着板を使用する場合、

接合部毎の横補強筋比一覧表

Ld

 ag

Dc

Cb

Cb ag

　　使用する場合、X/Y両方向ともにpjwh≧0.3%とする

基礎梁接合部 pjwh≧0.2%
※1

ア：基礎梁接合部

イ：ト形接合部

ウ：十字形接合部

追加
横補強筋

 ag

柱面

 ag

 ac

1）T,L形接合部には、検定方向にかかわらず、X/Y両方向に柱頭補強筋として

2）かんざし筋比pjwvは、柱断面に対し0.25％以上配置する。

3）U形かんざし筋1組の足部本数は2本以上とする。

4）かんざし筋は、D10以上かつSD295A,B、SD345、SD390いずれかの異形鉄筋とする。

5）足部の全長Ldは、梁下端筋の下部までの長さと40dの小さい方とする。

6）かんざし筋 足部2本/1組の最外部の幅は、接合部横補強筋の内幅程度とする。

Ld

 ac

Cb

Dg

Dc

かんざし筋

A A

順梁

逆梁

10db
以上

Dg1

L2h
以上

 ac

Cb

Dg2

Bc

L2h
以上

10db
以上

Cb  ag

Dc

※

※：下階柱頭部の
    横補強筋と
    同鋼種、同径
    かつ同間隔以下

定着板直下に横補強筋とは別に
ひび割れ防止用補強筋を最低限1本配筋する。
(7.2節で規定するかんざし筋は不要だが、
柱頭天端のひび割れ対策に配慮する)

かんざし筋

 ac

Cb

 dh

Cb  ag

Dc

A
Bc

Ld

1）基礎梁下端一段筋にEG定着板を適用する場合は、

2）追加横補強筋は【柱梁主筋外定着方式編】5章(3)の
　 定着部拘束筋量を満たすこと。

A

柱主筋定着長さ( ac)

3db以上

※5：付帯柱梁接合部内の場合、12db以上。

上端筋

下端筋  ao以上、14db以上かつ(3/4)Dc以上

 ao以上、16db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3) 

     付帯柱梁接合部とは、耐震壁の壁板と一体化された柱、梁が接続する柱梁接合部を指す。

 ao以上、12db以上かつ(3/4)Dc以上

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

梁主筋定着長さ( ag)

max(Dc+10db,L2)

上端筋

梁主筋定着長さ( ag)

下端筋

背面かぶり厚さ(Cb)

・ ac：JASS5のフック付き定着長さL2h以上、かつ、基礎梁下端筋の下部まで延長する。

・ dh：JASS5による大梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さLa以上とする。

 ac

 ag

 ag
Dc

L2
以上

 dh

 梁主筋が3db(dbは梁主筋の呼び名)以上。

Cb  ag

Dc

　 4)余長が3mm以上であることを確認する。

・接合部横補強筋比pjwh：横補強筋鋼種に係わらず、0.2%以上とする。

エ：上階柱絞り接合部

オ：Ｔ形接合部

カ：Ｌ形接合部

　 基礎フーチング周囲に有効なはかま筋を配置する。

　 杭偏芯が発生している場合は適用不可であり、

Gy Gx

Bgy

Bgx

 ag

Gx

Gy

Dgx

Cg

Cg

 agCb

Bgy

背面かぶり厚さ(Cb)

4db以上(※3)

梁主筋定着長さ( ag)

3db以上

　 ただし、足部の本数が3本以上の場合、かんざし筋の中間足部は、

　 直交する梁主筋を直接拘束するように配置する。

　制限値外の場合に適用

　11.1節(2)(c)2)に記載されている十字形の重なり
　制限値外の場合に適用

  C-②またはC-③を適用しなければならない。

     X/Y両方向ともにpjwh≧0.3%とする。

　 式(8.1)(基礎梁は式(14.1))により算出される必要定着長さ aoを満足しなければならない。

3）基礎梁下端筋定着部近傍(下端筋の上下)に

はかま筋

基礎スラブ筋

杭主筋

はかま筋

基礎スラブ筋
杭主筋 柱 面

　式(15.9)は設計指針15.3節参照。

   柱主筋はT形接合部を参照すること。

　 およびL形かんざし筋を配置する。

　 上階柱内面とする。

   かんざし筋を配置する。

　 合いマークがずれていないことを確認する。

   結束締めを行う。

L形
かんざし筋

接合部

横補強筋
接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

Dg 接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

接合部

横補強筋

横補強筋組数

nwy

配筋範囲

  中心間距離jtcoに読み替え算定する)

　 その場合は左図の曲上げ定着Aタイプを適用する。

直交する梁主筋を

直接拘束すること

接合部

横補強筋

3db以上

接合部横補強筋
接合部横補強筋
(追加横補強筋を含まず)

追加

横補強筋

　 上記2)の全量を均等に配置する。

Dg

 ag：梁主筋定着長さ

 ac：柱主筋定着長さ

3db以上

4db以上(※3)

2 2

　 ただし、コア外に定着する基礎梁主筋は

　 すべて折曲げ定着とする。

3）梁主筋定着長さ agが15db以上の場合、背面かぶり厚さCbは3db以上とする。(※3)

引張柱軸力を受けない

 ao以上、15db以上かつ(3/4)Dc以上 3db以上引張柱軸力を受ける

※4：標準は引張柱軸力を受けるものとする。

研究所棟　定着板標準図

-(A1)
-(A3)

S-106



(1)接合金物1 (    ,   )12.5

番号 名   称 材 料 数量

1 SCW480 1

備 考

接合金物1

注　記

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax

・角形仕口加工面の中心線十字ケガキ

・角形仕口のカドはR20とする

・その他特記なき鋳放入隅部はR20、出隅部はR20とする

・くの字の内面は機械加工(100S)とする

 また、内面は機械加工後にブラスト処理を行う。

1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

25

A矢視図B矢視図

0

中心線十字ケガキ中心線十字ケガキ

中心線十字ケガキ
中心線十字ケガキ

R30

R30

R30

R30

R20

R20

R20

R20

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

2.溶接面の検査はPT、UTを行い、鋳放し入隅部はMTを行う。

・取合う部材形状を確認し製作すること。

研究所棟　芯部鉄骨　接合部鋳鋼　詳細図(1)

S-120

1/10(A1)
1/20(A3)

キープラン

〇：対象位置

研究所棟　B通り展開図

研究所棟　C通り展開図

斜線部：機械加工(100S)

入隅部は小R　

(176.9)

(176.8)

0
R100 R100

R20

R20

AB

25

0

R50

0

R30

R30

R30

R30

0



(2)接合金物2 (    ,   )12.5

番号 名   称 材 料 数量

2 SCW480 12

備 考

接合金物2

注　記

仕上げなし

表面粗さ（μｍ）

100S 50S 25S 12.5S 6.3S 3.2S 1.6S 0.8S 0.4S

平均粗さ

最大粗さ

12.525 6.3 3.2 1.6 0.40.8 0.2 0.1Ra

Rmax

・角形仕口加工面の中心線十字ケガキ

・角形仕口のカドはR20とする

・その他特記なき鋳放入隅部はR20、出隅部はR20とする

・内側面は機械加工(100S)とする、加工面の入隅は小Rとする

 また、内側面は機械加工後にブラスト処理を行う。

25

A矢視図B矢視図

中心線十字ケガキ

R30

中心線十字ケガキ

中心線十字ケガキ

中心線十字ケガキ

R30

R30 R30

R20

R20R20

R20

1.鋳鋼品の製作については製作要領書に従うこと。

2.溶接面の検査はPT、UTを行い、鋳放し入隅部はMTを行う。

・取合う部材形状を確認し製作すること。

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　
設備設計一級建築士第4808号　　　

渡邉　森

設計番号

04710-010

研究所棟　芯部鉄骨　接合部鋳鋼　詳細図(2)

S-121

1/10(A1)
1/20(A3)

〇：対象位置

研究所棟　B通り展開図

研究所棟　C通り展開図

キープラン

内側面(斜線部)：機械加工(100S)

(170)

(170)

0

R20

R50

R20

R50
0

114.27°
114.27°

AB

0 0

外側面：鋳放し

内側面:機械加工(100S)

入隅部は小R

0







内部鉄骨建方

基礎躯体・1階床CON打設

基礎躯体・1階床CON打設

PCa基礎設置

PCa基礎設置 PCa基礎設置

② 基礎躯体・1階床CON打設（全工区）

① 捨てCON打設→PCa基礎設置（全工区）

※PCa基礎の上フカシ部はＸ柱施工後に打設

2F RF

1F

1F

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

▽2FL

▽RFL

▽PHFL

▽1FL

-(A1)
-(A3)

S-200

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

-
構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　

設備設計一級建築士第4808号　　　
渡邉　森

設計番号

04710-010

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

1工区 4工区

2工区 3工区

1工区

2工区 3工区

4工区
1工区

3工区

4工区

2工区

1階内部鉄骨建方

1階内部鉄骨建方

※適宜建方用ブレースを設けること
そのためのアンカーボルトは躯体鉄筋とは別に設置すること

2026.03



2F RF

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

-(A1)
-(A3)

S-201

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

-
構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　

設備設計一級建築士第4808号　　　
渡邉　森

設計番号

04710-010

内部鉄骨建方

2F RF

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

1工区

2工区 3工区

4工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

外郭Ｘ柱設置

2F RF

1工区

2工区 3工区

4工区 1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

1工区 4工区

2工区 3工区

1工区 4工区

2工区 3工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

1工区 4工区

2工区 3工区

1工区

2工区 3工区

4工区

1工区

3工区

4工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

1F内部鉄骨建方

1F内部鉄骨建方

2F内部鉄骨建方

2F内部鉄骨建方

2FL外周鉄骨建方

PCaX柱設置

2F内部鉄骨建方 2F内部鉄骨建方

2F内部鉄骨建方 2F内部鉄骨建方

2FL外周鉄骨建方

PCaX柱設置

2026.03

※S-037図に示す「鉄骨梁廻りスラブ補強筋」と重複する場合は、
本補強筋を優先する

スラブ打継補強筋
D13-@200（上端のみ）
打継位置から
L1ずつ定着とする（※）

R階外周鉄骨建方が完了するまで設置する（各工区共通）
トラワイヤーは適宜盛替え、

Ｘ柱に荷重をかけないようにする為、
鉄骨梁の外部側は支保工受けとする

（各工区共通）

（各工区共通）



S-202

-(A1)
-(A3)

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

-
構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　

設備設計一級建築士第4808号　　　
渡邉　森

設計番号

04710-010

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

外郭Ｘ柱設置

2F RF

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2F RF

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

RFL外周鉄骨建方

外郭Ｘ柱設置

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2F RF

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

3工区

4工区

3工区

4工区

3工区

4工区

RFL外周鉄骨建方

2F内部鉄骨建方

2F内部鉄骨建方

2FL外周鉄骨建方

PCaX柱設置

PHF

最上階鉄骨建方

最上階鉄骨建方

最上階鉄骨建方

最上階鉄骨建方

2FL外周鉄骨建方

PCaX柱設置

PHF

2026.03



S-203

-(A1)
-(A3)

縮尺

図面番号

総括 意匠担当

一級建築士事務所　登録番号　宮城県知事登録　第22210181号

一級建築士第310375号　竹ケ原　雄

構造担当 設備担当

佐藤総合計画・八洲建築設計事務所共同体

一級建築士第284566号　進藤　勝人

作成日

工事名称

図面名

地方独立行政法人青森県産業技術センター
りんご研究所改築工事

一級建築士第289280号　前見　文武

-
構造設計一級建築士 第5840号 渡邊 朋宏 一級建築士第359849号　　　　　　

設備設計一級建築士第4808号　　　
渡邉　森

設計番号

04710-010

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2F RF

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

3工区

4工区

RFL外周鉄骨建方

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

3工区

4工区

RFL外周鉄骨建方

2F RF 2工区 3工区

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

▽2FL

▽1FL

▽RFL

▽PHFL

2工区 3工区

1工区 4工区

2F RF

1工区

2工区

1工区

3工区

4工区

2工区3工区

4工区

2F RF

PHF

PHF

PHF

最上階鉄骨建方

最上階鉄骨建方

2026.03






